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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　制御対象装置に備えられる操作機器であって、
　タッチパネルディスプレイと、
　ユーザに報知する情報を表示するように、前記タッチパネルディスプレイを制御するた
めの表示制御手段と、
　ユーザが前記タッチパネルディスプレイに触れたことに応答して、前記制御対象装置へ
の要求および前記タッチパネルディスプレイの表示態様の変更の要求のいずれかの要求を
検出するように、前記タッチパネルディスプレイを制御するための入力制御手段とを含み
、
　前記入力制御手段は、
　ユーザがタッチパネルディスプレイに触れた位置に基づいて前記要求を検出するための
第１の入力制御手段と、
　ユーザがタッチパネルディスプレイに触れた軌跡に基づいて前記要求を検出するための
第２の入力制御手段とを含み、
　前記第２の入力制御手段は、前記第１の入力制御手段により検出される要求と同じ要求
を検出することができ、
　前記表示制御手段は、
　前記第１の入力制御手段に対応する第１の情報項目を表示するための手段と、
　前記第２の入力制御手段に対応する第２の情報項目を表示するための手段と、
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　前記第２の入力制御手段によりユーザの要求を検出したことに応答して、前記第１の情
報項目および前記第２の情報項目の表示態様を変更するための変更手段とを含む、操作機
器。
【請求項２】
　前記変更手段は、前記第２の情報項目を優先して表示するように変更するための手段を
含む、請求項１に記載の操作機器。
【請求項３】
　前記変更手段は、前記第２の情報項目の表示領域を拡大するように変更するための手段
を含む、請求項１に記載の操作機器。
【請求項４】
　前記第２の情報項目は、前記制御対象装置により処理が実行された結果を、実行前に予
め表示するプレビュー項目であって、
　前記変更手段は、前記第２の情報項目の表示領域が拡大されると、前記プレビュー項目
を大きく表示するように変更するための手段を含む、請求項１に記載の操作機器。
【請求項５】
　前記第２の情報項目は、前記制御対象装置により処理が実行された結果を、実行前に予
め表示する複数のプレビュー項目であって、
　前記変更手段は、前記第２の情報項目の表示領域が拡大されると、前記プレビュー項目
を多く表示するように変更するための手段を含む、請求項１に記載の操作機器。
【請求項６】
　前記第１の情報項目は、前記制御対象装置へ対する要求に対応した、アイコンボタンお
よび前記アイコンボタンよりも大きく表示されるソフトウェアボタンのいずれかであって
、
　前記変更手段は、前記ソフトウェアボタンをアイコンボタンへ変更することにより、前
記第２の情報項目の表示領域を拡大するように変更するための手段を含む、請求項１に記
載の操作機器。
【請求項７】
　前記変更された前記第２の情報項目の表示態様を元に戻して表示するように、前記タッ
チパネルディスプレイを制御するための手段をさらに含む、請求項１～請求項６のいずれ
かに記載の操作機器。
【請求項８】
　前記変更手段は、前記第１の入力制御手段によりユーザの要求を検出した履歴および前
記第２の入力制御手段によりユーザの要求を検出した履歴に基づいて、前記第２の情報項
目の表示態様を変更するための手段を含む、請求項１～請求項７のいずれかに記載の操作
機器。
【請求項９】
　前記第１の入力制御手段によりユーザの要求を検出した履歴および前記第２の入力制御
手段によりユーザの要求を検出した履歴に基づいて、前記タッチパネルディスプレイに表
示される情報項目の表示態様についての設定を記憶するための手段をさらに含む、請求項
１～請求項８のいずれかに記載の操作機器。
【請求項１０】
　前記履歴は、ユーザの操作嗜好を反映させた情報である、請求項８または請求項９に記
載の操作機器。
【請求項１１】
　請求項１～請求項１０のいずれかに記載の操作機器を備えた電子機器。
【請求項１２】
　請求項１～請求項１０のいずれかに記載の操作機器を備えた画像処理装置。
【請求項１３】
　制御対象装置に備えられる操作機器における操作方法であって、前記操作機器は、タッ
チパネルディスプレイと演算ユニットとを含み、
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　前記演算ユニットを用いて、ユーザに報知する情報を表示するように、前記タッチパネ
ルディスプレイを制御する表示制御ステップと、
　前記演算ユニットを用いて、ユーザが前記タッチパネルディスプレイに触れたことに応
答して、前記制御対象装置への要求および前記タッチパネルディスプレイの表示態様の変
更の要求のいずれかの要求を検出するように、前記タッチパネルディスプレイを制御する
入力制御ステップとを含み、
　前記入力制御ステップは、
　ユーザがタッチパネルディスプレイに触れた位置に基づいて前記要求を検出する第１の
入力制御ステップと、
　ユーザがタッチパネルディスプレイに触れた軌跡に基づいて前記要求を検出する第２の
入力制御ステップとを含み、
　前記第２の入力制御ステップは、前記第１の入力制御ステップにて検出される要求と同
じ要求を検出することができ、
　前記表示制御ステップは、
　前記第１の入力制御ステップに対応する第１の情報項目を表示するステップと、
　前記第２の入力制御ステップに対応する第２の情報項目を表示するステップと、
　前記第２の入力制御ステップによりユーザの要求を検出したことに応答して、前記第１
の情報項目および前記第２の情報項目の表示態様を変更する変更ステップとを含む、操作
方法。
 
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ユーザインターフェイスとして機能する操作機器に関し、特に、１の操作デ
バイス（タッチパネルディスプレイ）に対して２以上の操作方法（たとえばジェスチャー
操作／非ジャスチャー操作（後述するタッチ操作））を備える操作機器であって、ユーザ
の操作要求を的確に満足する操作機器に関する。また、本発明は、このような操作機器を
備えた電子機器および画像処理装置ならびに操作方法にも関係がある。
【背景技術】
【０００２】
　電子機器である画像処理装置の１種として、多くの事業所（会社、事務所等）に、記録
用紙に画像を形成する画像形成装置（代表的にはコピー機）が導入されている。このよう
な事業所において、プリンタ機能またはコピー機能等を備えた画像形成装置をネットワー
クに接続し、これらを複数のユーザで利用（共用）するケースが多くなっている。また、
このような画像形成装置の１種である複合機（ＭＦＰ（ＭｕｌｔｉＦｕｎｃｔｉｏｎ　Ｐ
ｅｒｉｐｈｅｒａｌ））は、コピーモード、ファクシミリモード（以下、ファクシミリを
ＦＡＸまたはファクスと記載する場合がある。）、ネットワーク対応のプリンタモード、
およびスキャナモードのように、複数の基本的な動作モードを備える。これらの画像形成
装置においては、各々のユーザが、動作モードを選択して、両面印刷、集約（２ページを
１枚にする２ｉｎ１、４ページを１枚にする４ｉｎ１）等の機能を設定して、所望の態様
で記録用紙に画像を形成している。さらに、これらの複数の機能を適宜に組合せて利用さ
れることも多くなってきている。
【０００３】
　このような画像形成装置を利用する場合には、たとえば、ユーザはスキャナモードで画
像データを入力して、操作パネルから様々な指示を入力して画像処理（集約等）を行ない
、その結果を記録用紙に印刷している。その際、操作部および表示部である操作パネルは
、画像形成装置とユーザとのインターフェイスとして機能する。操作パネルには、一般的
に、各動作モードにおける機能の設定画面が表示されてユーザが各種の機能を容易に設定
できるようになっていたり、ジョブ実行中はジョブの進行状況が表示されてユーザがジョ
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ブの進行状況を容易に把握できるようになっていたりする。データを外部機器から受信し
て実行されるプリンタモードに関しては、送信元の外部機器から受信したデータに応じて
ジョブの進行状況が表示される場合もある。
【０００４】
　このような操作パネルとして、最近では、液晶パネル（表示パネル）にタッチパネルを
重ねたタッチパネルディスプレイが用いられることが多くなっている。たとえば、このタ
ッチパネルディスプレイに画像形成装置における動作モードを選択するための項目（ソフ
トウェアボタン）を表示して、その表示を見たユーザがタッチパネルディスプレイに表示
された項目の位置を押圧して（ソフトウェアボタンを押圧して）、動作モードを設定する
。
【０００５】
　このようなタッチパネルディスプレイは、表示機能と操作機能とを兼用できるため、表
示部と操作部とを別々に備えなくてもよい点で優れている。さらに、最近では、ユーザが
タッチパネルディスプレイを指で押圧して動かした軌跡によりコマンドを選択できるよう
にすると、ユーザの感覚に関連してコマンドを選択できる点で優れている点が着目されて
いる。このような軌跡によりコマンドを選択する例として以下のような操作がある。
【０００６】
　たとえば、印刷プレビューとして、タッチパネルディスプレイに複数のページが表示さ
れているときに、以下のような操作が行なわれる。あるページがプレビューされた位置で
、指で軽く２回叩くユーザの操作（以下においてダブルタップと記載する場合がある。）
によりそのページを拡大表示したり縮小表示したりするコマンドを選択したり、２本の指
の間を広げるユーザの操作軌跡（以下においてピンチアウトまたはピンチオープンと記載
する場合がある。）によりそのページを拡大表示するコマンドを選択したり、２本指の間
を縮めるユーザの操作軌跡（以下においてピンチインまたはピンチクローズと記載する場
合がある。）によりそのページを縮小表示するコマンドを選択したりできる。なお、以下
においては、これらの操作をジェスチャー操作と記載するが、このジェスチャー操作は上
述した操作に限定されるものではない。このジェスチャー操作には、タッチパネルディス
プレイに表示された項目を指で軽く叩くタップ、項目を指でずらすドラッグ、項目をスク
ロールするときに指で軽くはらうフリック、２本の指でつまむピンチ等も含まれる。なお
、タップおよびダブルタップについては、正確には、タッチパネルディスプレイに対する
ユーザの操作軌跡を検出するものではないが（軌跡ではなく位置を検出しているものに過
ぎない）、本発明においては、他のジェスチャー操作との関係上、タップおよびダブルタ
ップを含めて、ジェスチャー操作とはタッチパネルディスプレイに対するユーザの操作軌
跡に基づいて、ユーザの要求を検出する操作であるとする。なお、ユーザの要求には、プ
レビューの表示態様の変更（たとえば単なる拡大表示）を要求するものと、印刷設定の変
更（たとえば単なる拡大表示ではなく拡大してコピー）を要求するものとを含むものとす
る。
【０００７】
　さらに、本発明においては、このようなジェスチャー操作以外の操作をタッチ操作と記
載する。このタッチ操作は、タッチパネルディスプレイに対するユーザの操作位置に基づ
いて、ユーザの要求を検出する操作であるとする。このタッチ操作には、代表的には、ユ
ーザがタッチパネルディスプレイに表示された項目の位置を押圧する（ソフトウェアボタ
ンを押圧する）操作がある。
【０００８】
　このようなタッチ操作およびジェスチャー操作が可能なタッチパネルディスプレイを操
作パネルとして備えたＭＦＰにおいて、たとえば、余白サイズなどの各種画像処理に関す
る設定、スタンプ押印処理、ステープル処理またはパンチ孔あけ処理等の仕上げ処理をユ
ーザは設定することができる。このような仕上げ機能を設定した印刷処理は、印刷結果を
得るまで仕上がり状態をユーザは確認できない。このため、パンチ孔をあける仕上がり処
理を設定して実際に印刷してみるとパンチ孔の位置と出力画像とが重なったミスコピーと
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なり、消耗品（トナーおよび記録用紙）を無駄に使用するという問題が発生し得る。
【０００９】
　このような問題を解決するために、特開２００７－１８８０５４号公報（特許文献１）
は、実際のコピー印刷に先だって、仕上がり状態のプレビュー画像を表示し、必要に応じ
て印刷の設定をユーザが変更することができる画像形成装置を開示する。
【００１０】
　この画像形成装置は、画像データを入力する画像データ入力部と、サンプル画像データ
を予め記憶しておく画像記憶部と、サンプル画像データに対して各種設定情報に基づいて
設定処理を施した仮の仕上がり情報を生成する仮仕上がり情報生成部と、仮の仕上がり情
報に対する各種の設定入力を受け付ける設定処理項目を含む入力画面情報を生成する入力
画面情報生成部と、仮の仕上がり情報および入力画面情報による入力画面を表示する表示
部と、入力画面で受け付けた設定入力内容を、仮仕上がり情報生成部に対して出力して設
定させる設定部と、仮の仕上がり情報に基づいて、画像データ入力部により入力された画
像データの複写処理を実行する複写処理部とを備える。
【００１１】
　この画像形成装置によると、サンプル画像データに基づく仮の仕上がり情報および入力
画面情報による入力画面上で各種項目の設定処理を行ない、その設定を反映した仮の仕上
がり情報が表示部に表示される。これにより、原稿をプレスキャンする必要がなくなるこ
とから、各種項目の設定処理の高速化を図ることができる。
【００１２】
　また、特開２００３－３４５５０６号公報（特許文献２）は、画像形成するにあたりペ
ージ集約する場合に、ユーザが指でタッチパネルディスプレイを押圧しながら動かした軌
跡により、ページ配列を判定するという、上述したジェスチャー操作に関係する技術が開
示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】特開２００７－１８８０５４号公報
【特許文献２】特開２００３－３４５５０６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　画像形成装置および画像処理装置を始めとして種々の電子機器においては、上述したよ
うに、操作機器としてタッチパネルディスプレイを備える。このようなタッチパネルディ
スプレイ（１つの操作デバイス）に対して、タッチ操作（ユーザがタッチパネルディスプ
レイを押圧した位置）および上述したジェスチャー操作（ユーザがタッチパネルディスプ
レイを押圧した軌跡）により、ユーザの要求を入力することができる。特許文献１におい
ては、専らタッチ操作が用いられ、特許文献２においては、タッチ操作に加えてジェスチ
ャー操作が用いられている。
【００１５】
　このようなタッチパネルディスプレイに対して、タッチ操作を得意とするユーザと、ジ
ェスチャー操作を得意とするユーザと、タッチ操作に不慣れなユーザと、ジェスチャー操
作に不慣れなユーザとが存在する。すなわち、ユーザ毎に操作嗜好が異なる。さらに、タ
ッチパネルディスプレイに表示される情報は、タッチ操作をユーザに求める画面とジェス
チャー操作をユーザに求める画面とでは異なる場合が多い。このように、多くのユーザが
共用する画像形成装置等の場合には、操作に対するユーザの嗜好性またはアクセシビリテ
ィを配慮するという観点においては、１つの操作デバイス（タッチパネルディスプレイ）
に対して、複数の操作方法（タッチ操作／ジェスチャー操作）を提供することが望ましい
。
【００１６】
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　しかしながら、このように構成すると、上述したように、１のコマンドを選択するため
に複数の操作が準備されているために、却って操作性を損なう可能性がある。特に、タッ
チ操作とジェスチャー操作とで表示される画面が異なる場合には、ユーザの操作嗜好がタ
ッチパネルディスプレイの表示に合致していないと、ユーザは操作に戸惑う。これに加え
て、このように複数の操作方法を準備すると、タッチパネルディスプレイに表示される項
目が必要以上に多くなったり、画面遷移が増加したりするなど、操作性を損なう可能性が
ある。
【００１７】
　このような問題に対して、特許文献１は、単にタッチ操作により印刷設定を行ない、サ
ンプル画像を用いてプレビュー表示する技術を開示するに過ぎない。特許文献２は、ジャ
スチャー操作が開示されているのもの、ユーザの操作嗜好を考慮したユーザインターフェ
イスを開示するものではない。
【００１８】
　さらに詳しくは、いずれの特許文献にも、ユーザの操作に基づいて、次の操作をユーザ
がより行ないやすくするために表示態様を変更したり、その操作の結果をユーザがより確
認しやすくするために表示態様を変更したりすることについては、開示されていない。
【００１９】
　従って、本発明は、１つのコマンドに対して複数の操作方法（タッチ操作およびジェス
チャー操作）が提供される電子機器および画像処理装置（画像形成装置）において、ユー
ザが特別に設定することなく、ユーザが求める操作方法を優先させるようなカスタマイズ
を、容易に行なうことのできる技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　本発明のある局面に係る操作機器は、制御対象装置に備えられる。この操作機器は、タ
ッチパネルディスプレイと、ユーザに報知する情報を表示するように、タッチパネルディ
スプレイを制御するための表示制御手段と、ユーザがタッチパネルディスプレイに触れた
ことに応答して、制御対象装置への要求およびタッチパネルディスプレイの表示態様の変
更の要求のいずれかの要求を検出するように、タッチパネルディスプレイを制御するため
の入力制御手段とを含む。入力制御手段は、ユーザがタッチパネルディスプレイに触れた
位置に基づいて要求を検出するための第１の入力制御手段と、ユーザがタッチパネルディ
スプレイに触れた軌跡に基づいて要求を検出するための第２の入力制御手段とを含む。こ
の第２の入力制御手段は、第１の入力制御手段により検出される要求と同じ要求を検出す
ることができる。表示制御手段は、第１の入力制御手段に対応する第１の情報項目を表示
するための手段と、第２の入力制御手段に対応する第２の情報項目を表示するための手段
と、第２の入力制御手段によりユーザの要求を検出した場合には、第２の情報項目の表示
態様を変更するための変更手段とを含む。
【００２１】
　この操作機器によると、ユーザがタッチパネルディスプレイに表示された第２の情報項
目（たとえばタッチパネルディスプレイで拡大表示したい対象物または制御対象装置で拡
大処理したい対象物）に従ってタッチパネルディスプレイに触れた軌跡に基づいて要求を
検出する操作（上述したジェスチャー操作）を検出すると、このようなジェスチャーによ
る操作を好むと判定できる。この場合には、ジェスチャーによる操作を好むと判定できる
ので、ジェスチャー操作に対応する第２の情報項目の表示態様が変更される。このとき、
第２の情報項目が大きくなるように、または、第２の情報項目の表示領域が大きくなるよ
うに、表示態様が変更される。また、ジェスチャー操作を伴わないでタッチパネルディス
プレイに触れるだけの操作（タッチ操作）は、このユーザの操作嗜好に合致していないと
判定して、タッチ操作に対応する第１の情報項目は相対的に小さく表示される（たとえば
拡大メニューボタンが、より小さなアイコンボタンへ変更される）。このようにすると、
ユーザの操作嗜好に従ったタッチパネルディスプレイの画面を容易に構成することができ
る。その結果、制御対象装置への１つの要求（１つのコマンド）に対して複数の操作方法
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（タッチ操作およびジェスチャー操作）が提供される場合において、ユーザが特別に設定
することなく、ユーザが求める操作方法を優先させるようなカスタマイズを、容易に行な
うことができる。
【００２２】
　この操作機器の変更手段は、第２の情報項目を優先して表示するように変更するための
手段を含むように構成することができる。変更手段は、第２の情報項目の表示領域を拡大
するように変更するための手段を含むように構成することができる。
【００２３】
　このようにすると、ユーザが好む操作方法に対応する第２の情報項目を優先して表示し
たり（相対的に第１の情報項目を小さく表示）、表示領域を拡大して表示したり（相対的
に第１の情報項目の表示領域を縮小して表示）することができる。
【００２４】
　第２の情報項目は、制御対象装置により処理が実行された結果を、実行前に予め表示す
るプレビュー項目であるように構成することができる。この場合において、変更手段は、
第２の情報項目の表示領域が拡大されると、プレビュー項目を大きく表示するように変更
するための手段を含むように構成することができる。
【００２５】
　このようにすると、ジェスチャー操作するとその操作に対応する第２の情報項目である
プレビュー項目が大きく表示される。たとえば、この操作機器が画像形成装置に備えられ
る場合に、ジェスチャー操作で拡大コピーを要求すると、拡大コピーのプレビューが大き
く表示される。ユーザは、タッチパネルディスプレイに表示されたプレビューを見て、自
分が要求した処理の結果の確認作業を容易に行なうことができる。
【００２６】
　第２の情報項目は、制御対象装置により処理が実行された結果を、実行前に予め表示す
る複数のプレビュー項目であるように構成することができる。この場合において、変更手
段は、第２の情報項目の表示領域が拡大されると、プレビュー項目を多く表示するように
変更するための手段を含むように構成することができる。
【００２７】
　このようにすると、ジェスチャー操作するとその操作に対応する第２の情報項目である
プレビュー項目が多く表示される。たとえば、この操作機器が画像形成装置に備えられる
場合に、ジェスチャー操作でページ順序を変更するように要求すると、入れ替えられたペ
ージを含めて多数のページがプレビューとして表示される。ユーザは、タッチパネルディ
スプレイに表示されたプレビューを見て、自分が要求した処理の結果を容易に確認するこ
とができる。
【００２８】
　第１の情報項目は、制御対象装置へ対する要求に対応した、アイコンボタンおよびアイ
コンボタンよりも大きく表示されるソフトウェアボタンのいずれかであるように構成する
ことができる。この場合において、変更手段は、ソフトウェアボタンをアイコンボタンへ
変更することにより、第２の情報項目の表示領域を拡大するように変更するための手段を
含むように構成することができる。
【００２９】
　このようにすると、ジェスチャー操作されると、タッチ操作に対応する第１の情報項目
であるソフトウェアボタンが、より小さなアイコンボタンへ変更される。このため、第１
の情報項目の表示領域が小さくなり第２の情報項目の表示領域を拡大させることができる
。
【００３０】
　この操作機器は、変更された第２の情報項目の表示態様を元に戻して表示するように、
タッチパネルディスプレイを制御するための手段をさらに含むように構成することができ
る。
【００３１】
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　このようにすると、タッチパネルディスプレイに表示される態様が自分の操作嗜好に合
致していない場合には、容易に元に戻すことができる。
【００３２】
　変更手段は、第１の入力制御手段によりユーザの要求を検出した履歴および第２の入力
制御手段によりユーザの要求を検出した履歴に基づいて、第２の情報項目の表示態様を変
更するための手段を含むように構成することができる。ここで、履歴は、ユーザの操作嗜
好を反映させた情報であるように構成することができる。
【００３３】
　このようにすると、ユーザの操作嗜好を反映させて、タッチパネルディスプレイの表示
態様をカスタマイズすることができる。すなわち、あまり使用されない操作方法に対応す
る表示態様は、表示しないようにすることができる。
【００３４】
　この操作機器は、第１の入力制御手段によりユーザの要求を検出した履歴および第２の
入力制御手段によりユーザの要求を検出した履歴に基づいて、タッチパネルディスプレイ
に表示される情報項目の表示態様についての設定を記憶するための手段をさらに含むよう
に構成することができる。ここで、履歴は、ユーザの操作嗜好を反映させた情報であるよ
うに構成することができる。
【００３５】
　このようにすると、ユーザの操作嗜好を反映させて、タッチパネルディスプレイの表示
態様についての設定をカスタマイズすることができる。すなわち、あまり使用されない操
作方法に対応する表示態様は、設定されるように記憶しないようにして、表示しないよう
にすることができる。
【００３６】
　本発明のさらに別の局面に係る電子機器は、上述した操作機器を備え、本発明のさらに
別の局面に係る画像処理装置は、上述した操作機器を備える。
【００３７】
　この電子機器および画像処理装置によると、タッチパネルディスプレイに対して複数の
操作方法（ジェスチャー操作およびタッチ操作）が提供され各ユーザが異なる操作嗜好を
有していても、ユーザが特別に設定することなく、ユーザが要求する操作方法を優先させ
て情報項目を表示するように、容易にカスタマイズできる。このような作用は、多くのユ
ーザにより共用される電子機器または画像処理装置（画像形成装置）の場合において、特
に有効となる。
【００３８】
　本発明のさらに別の局面に係る操作方法は、制御対象装置に備えられる操作機器におけ
る操作方法である。この操作機器は、タッチパネルディスプレイと演算ユニットとを含む
。この操作方法は、演算ユニットを用いて、ユーザに報知する情報を表示するように、タ
ッチパネルディスプレイを制御する表示制御ステップと、演算ユニットを用いて、ユーザ
がタッチパネルディスプレイに触れたことに応答して、制御対象装置への要求およびタッ
チパネルディスプレイの表示態様の変更の要求のいずれかの要求を検出するように、タッ
チパネルディスプレイを制御する入力制御ステップとを含む。入力制御ステップは、ユー
ザがタッチパネルディスプレイに触れた位置に基づいて要求を検出する第１の入力制御ス
テップと、ユーザがタッチパネルディスプレイに触れた軌跡に基づいて要求を検出する第
２の入力制御ステップとを含む。この第２の入力制御ステップは、第１の入力制御ステッ
プにて検出される要求と同じ要求を検出することができる。表示制御ステップは、第１の
入力制御ステップに対応する第１の情報項目を表示するステップと、第２の入力制御ステ
ップに対応する第２の情報項目を表示するステップと、第２の入力制御ステップによりユ
ーザの要求を検出した場合には、第２の情報項目の表示態様を変更する変更ステップとを
含む。
【００３９】
　このようにすると、複数の操作（ジェスチャー操作およびタッチ操作）が提供され各ユ
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ーザが異なる操作嗜好を有していても、ユーザが特別に設定することなく、ユーザが要求
する操作を優先させるようなタッチパネルディスプレイの表示についてのカスタマイズを
、容易に行なうことができる。
【発明の効果】
【００４０】
　本発明によると、画像処理装置（画像形成装置）を含む電子機器において、１つのコマ
ンドに対して複数の操作方法（タッチ操作およびジェスチャー操作）が提供される場合に
おいて、ユーザが特別に設定することなく、ユーザが要求する操作方法を優先させるよう
なカスタマイズを、容易に行なうことができる。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る画像形成装置の外観を示す斜視図である。
【図２】図１に示す画像形成装置の内部構成を簡略化して示す図である。
【図３】図１に示す画像形成装置のハードウェア構成を示す機能ブロック図である。
【図４】本発明の第１の実施の形態に係る画像形成装置において実行されるプログラムの
制御構造を示すフローチャートである。
【図５】本発明の第１の実施の形態に係る画像形成装置の表示パネルに表示される画面例
を示す図（その１）である。
【図６】本発明の第１の実施の形態に係る画像形成装置の表示パネルに表示される画面例
を示す図（その２）である。
【図７】本発明の第１の実施の形態に係る画像形成装置の表示パネルに表示される画面例
を示す図（その３）である。
【図８】本発明の第１の実施の形態に係る画像形成装置の表示パネルに表示される画面例
を示す図（その４）である。
【図９】本発明の第１の実施の形態に係る画像形成装置の表示パネルに表示される画面例
を示す図（その５）である。
【図１０】本発明の第１の実施の形態の変形例に係る画像形成装置において実行されるプ
ログラムの制御構造を示すフローチャートである。
【図１１】本発明の第１の実施の形態の変形例に係る画像形成装置の表示パネルに表示さ
れる画面例を示す図（その１）である。
【図１２】本発明の第１の実施の形態の変形例に係る画像形成装置の表示パネルに表示さ
れる画面例を示す図（その２）である。
【図１３】本発明の第１の実施の形態の変形例に係る画像形成装置の表示パネルに表示さ
れる画面例を示す図（その３）である。
【図１４】本発明の第２の実施の形態に係る画像形成装置において実行されるプログラム
の制御構造を示すフローチャートである。
【図１５】本発明の第２の実施の形態に係る画像形成装置の表示パネルに表示される画面
例を示す図（その１）である。
【図１６】本発明の第２の実施の形態に係る画像形成装置の表示パネルに表示される画面
例を示す図（その２）である。
【図１７】本発明の第２の実施の形態に係る画像形成装置の表示パネルに表示される画面
例を示す図（その３）である。
【図１８】本発明の第２の実施の形態に係る画像形成装置の表示パネルに表示される画面
例を示す図（その４）である。
【図１９】本発明の第２の実施の形態に係る画像形成装置の表示パネルに表示される画面
例を示す図（その５）である。
【図２０】本発明の第２の実施の形態に係る画像形成装置の表示パネルに表示される画面
例を示す図（その６）である。
【図２１】本発明の第３の実施の形態に係る画像形成装置において実行されるプログラム
の制御構造を示すフローチャートである。
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【図２２】本発明の第３の実施の形態に係る画像形成装置の表示パネルに表示される画面
例を示す図（その１）である。
【図２３】本発明の第３の実施の形態に係る画像形成装置の表示パネルに表示される画面
例を示す図（その２）である。
【発明を実施するための形態】
【００４２】
　以下の実施の形態では、同一の部品には同一の参照番号を付してある。それらの機能お
よび名称も同一である。従って、それらについての詳細な説明は繰返さない。
【００４３】
　＜第１の実施の形態＞
　本発明の第１の実施の形態に係る電子機器は、画像処理装置の１種である画像形成装置
である。本発明に係る操作機器の適用は、このような画像形成装置以外の画像処理装置ま
たは電子機器であっても構わない。本実施の形態に係る電子機器は、１つのコマンドに対
して複数の操作方法（タッチ操作およびジェスチャー操作）が提供され、ユーザが特別に
設定することなく、ユーザが求める操作方法を優先させるようなカスタマイズを、容易に
行なうことのできる操作機器を備えた装置でありさえすればよい。
【００４４】
　なお、本実施の形態に係る画像形成装置１５０は、ジェスチャー操作方法とジェスチャ
ー操作によらないタッチ操作方法とにより操作が可能である。この点で、本実施の形態に
係る電子機器は、操作デバイスとして、これらの操作方法を実現するためのタッチパネル
ディスプレイを備える。
【００４５】
　この画像形成装置は、電子写真方式により記録用紙に画像を形成する。この画像形成装
置は、動作モードとして、コピーモード、ＦＡＸモード（表示パネルの表示は「ファクス
／イメージ送信」）およびスキャナモード（表示パネルの表示は「ドキュメントファイリ
ング」）を備える。なお、この画像形成装置は、さらにネットワークプリンタモードを備
えていても構わない。しかしながら、本発明はこれに限定されず、コピーモードのみ、Ｆ
ＡＸモードのみ、スキャナモードのみまたはこれらの３つの動作モードの中の１つ以上の
動作モードを備えた画像形成装置であれば構わない。また、印刷方式は電子写真方式に限
定されない。
【００４６】
　［画像形成装置：機能］
　図１～図３を参照して、本発明の実施の形態に係る画像形成装置１５０について説明す
る。図１は、画像形成装置１５０の外観構成を示す図である。図２は、画像形成装置１５
０の内部構成を簡略化して示す図である。図３は、画像形成装置１５０の機能ブロック図
である。
【００４７】
　これらの図１～図３を参照して、画像形成装置１５０は、原稿読取部１５２、画像形成
部１５４、給紙部１５６、排紙処理装置１５８、および操作ユニット１７０を備える。操
作ユニット１７０は、タッチパネルディスプレイ１７２と表示操作部１７４とで構成され
る。タッチパネルディスプレイ１７２は、液晶パネル等で構成された表示パネル１７２Ａ
と、表示パネル１７２Ａに重ねて配置されたユーザの指で押圧された位置を検出するタッ
チパネル１７２Ｂとで構成される。表示操作部１７４は、表示灯１７４Ａと、電源キー１
７４Ｂと、省エネルギキー（以下「省エネキー」と記載）１７４Ｃと、ホームキー１７４
Ｄとで構成される。
【００４８】
　このように本実施の形態に係る画像形成装置１５０は、主たる操作デバイスとしてタッ
チパネルディスプレイ１７２を備えるとともに、ハードウェアキーおよび表示灯により構
成される表示操作部１７４を備える。表示操作部１７４のキー（電源キー１７４Ｂ、省エ
ネキー１７４Ｃ、ホームキー１７４Ｄ）は、タッチパネルディスプレイ１７２により構成
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されるソフトウェアボタンと対比して、ハードウェアボタンとして構成される点が特徴で
ある。なお、画像形成装置１５０は、このような構成の表示操作部１７４を備えるものに
限定されず、タッチパネルディスプレイ１７２を備え、そのタッチパネルディスプレイ１
７２において、ジェスチャー操作およびタッチ操作の両方により、ユーザの要求を入力す
ることができるものであれば構わない。このような画像形成装置１５０の動作モードにつ
いて説明する。
【００４９】
　－コピーモード－
　以下において、コピーモードでの動作説明を行なう。このコピーモードにおいては、主
として、原稿読取部（以下、スキャナ部と記載する場合がある。）１５２および画像形成
部１５４が動作することによりコピー機能が実現される。
【００５０】
　画像形成装置１５０においては、原稿載置台に置かれた原稿が原稿読取部１５２により
画像データとして読取られ、読取られた画像データが図３に示すマイクロコンピュータ等
から構成されるＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）３００に入
力され、ここで画像データに各種の画像処理が施され、この画像データが画像形成部１５
４へと出力される。
【００５１】
　画像形成部１５４は、画像データによって示される原稿の画像を記録媒体（多くの場合
、記録用紙）に印刷するものであって、感光体ドラム２２２、帯電装置２２４、レーザス
キャンユニット（以下、「ＬＳＵ」と称する。）２２６、現像装置２２８、転写装置２３
０、クリーニング装置２３２、定着装置２３４、および図示しない除電装置等を備えてい
る。
【００５２】
　画像形成部１５４には、主搬送路２３６および反転搬送路２３８が設けられており、給
紙部１５６から給紙されてきた記録用紙が主搬送路２３６に沿って搬送される。給紙部１
５６は、用紙カセット２４０に収納された記録用紙、または手差トレイ２４２に載置され
た記録用紙を１枚ずつ引出して記録用紙を画像形成部１５４の主搬送路２３６へと送り出
す。
【００５３】
　画像形成部１５４の主搬送路２３６に沿って記録用紙が搬送されている途中で、記録用
紙が感光体ドラム２２２と転写装置２３０との間を通過し、さらに定着装置２３４を通過
して、記録用紙に対する印刷が行なわれる。
【００５４】
　感光体ドラム２２２は、一方向に回転し、その表面は、クリーニング装置２３２と除電
装置によりクリーニングされた後、帯電装置２２４により均一に帯電される。
【００５５】
　ＬＳＵ２２６は、印刷対象の画像データに基づいてレーザ光を変調し、このレーザ光に
よって感光体ドラム２２２の表面を主走査方向に繰返し走査して、静電潜像を感光体ドラ
ム２２２の表面に形成する。
【００５６】
　現像装置２２８は、トナーを感光体ドラム２２２の表面に供給して静電潜像を現像し、
トナー像を感光体ドラム２２２の表面に形成する。
【００５７】
　転写装置２３０は、当該転写装置２３０と感光体ドラム２２２との間を通過していく記
録用紙に感光体ドラム２２２の表面のトナー像を転写する。
【００５８】
　定着装置２３４は、記録用紙を加熱するための加熱ローラ２４８と、記録用紙を加圧す
るための加圧ローラ２５０とを含む。記録用紙は、加熱ローラ２４８によって加熱され、
かつ、加圧ローラ２５０によって加圧されることによって、記録用紙上に転写されたトナ
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ー像が記録用紙に定着される。この定着装置２３４へ供給される電力によりヒータを温め
て加熱ローラ２４８の温度が定着に適した温度になるように制御されている。なお、省エ
ネモードに移行すると、たとえば、このヒータへ供給される電力が停止されたり削減され
たりする。
【００５９】
　主搬送路２３６と反転搬送路２３８との接続位置には、分岐爪２４４が配設されている
。記録用紙の片面のみに印刷が行なわれる場合は、分岐爪２４４が位置決めされ、この分
岐爪２４４により定着装置２３４からの記録用紙が排紙トレイ２４６または排紙処理装置
１５８の方へと導かれる。
【００６０】
　記録用紙の両面に印刷が行なわれる場合は、分岐爪２４４が所定方向に回動されて記録
用紙が反転搬送路２３８の方へと導かれる。記録用紙は、反転搬送路２３８を通過して、
その表裏を反転されて主搬送路２３６へと再び搬送され、主搬送路２３６の再度の搬送途
中で、その裏面への印刷が行なわれて排紙トレイ２４６または排紙処理装置１５８の方へ
と導かれる。
【００６１】
　上述のようにして印刷された記録用紙は、排紙トレイ２４６または排紙処理装置１５８
の方へと導かれて排紙トレイ２４６に排出され、または排紙処理装置１５８の各排紙トレ
イ１６８のいずれかに排出される。
【００６２】
　排紙処理装置１５８では、複数の記録用紙を各排紙トレイ１６８に仕分けして排出する
処理、各記録用紙にパンチングする処理、および各記録用紙にステープルする処理を施す
。たとえば、複数部の印刷物を作成する場合は、各排紙トレイ１６８に印刷物の一部ずつ
が割り当てられるように、各記録用紙を各排紙トレイ１６８に仕分けして排出し、排紙ト
レイ１６８毎に、排紙トレイ１６８上の各記録用紙にパンチング処理またはステープル処
理を施して印刷物を作成する。
【００６３】
　－ファクシミリモード－
　以下において、ファクシミリモードでの動作説明を行なう。このファクシミリモードに
おいては、主として、送信動作は原稿読取部（スキャナ部）１５２およびＦＡＸ通信部１
５５が動作することにより、受信動作はＦＡＸ通信部１５５および画像形成部１５４が動
作することにより、ファクシミリ機能が実現される。
【００６４】
　・送信動作
　画像形成装置１５０においては、ファクシミリモードを指定して、原稿載置台に置かれ
た原稿が原稿読取部１５２により画像データとして読取られ、読取られた画像データが図
３に示すマイクロコンピュータ等から構成されるＣＰＵ３００に入力され、ここで画像デ
ータに各種の画像処理が施され、この画像データがＦＡＸ通信部（図３のＦＡＸ通信部１
５５）へと出力される。
【００６５】
　送信側の画像形成装置１５０のＦＡＸ通信部１５５は、指定された送信側の回線を指定
された送信先に接続して、画像データをファクシミリ通信規格に合致した通信データへ変
換して、受信側のファクシミリ装置（たとえばファクシミリ機能を備えた画像形成装置１
５０）へ送信する。
【００６６】
　・通信動作
　回線が接続されると、受信側の画像形成装置１５０のＦＡＸ通信部１５５は、送信側の
画像形成装置１５０のＦＡＸ通信部１５５からの通信要求信号を検出して、応答信号を送
信する。その後、たとえば、ＦＡＸ通信部１５５は、送信側および受信側で互いに実装さ
れている能力情報の受渡しを行ない利用可能な最大能力での通信速度および画像データの
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符号化・符号訂正方式などを決定してモデムの通信方式を設定する。この通信方式にあわ
せた画像信号形式を用いて、送信側の画像形成装置１５０のＦＡＸ通信部１５５から受信
側の画像形成装置１５０のＦＡＸ通信部１５５へデータを送信する。送信が終了すると回
線が切断される。
【００６７】
　・受信動作
　受信側の画像形成装置１５０のＦＡＸ通信部１５５は、受信したデータを画像データに
変換して、画像形成部１５４へ送る。なお、受信したデータを画像データへ変換するのは
画像形成部１５４であっても構わない。画像形成部１５４は、上述したコピーモードにお
ける動作と同じように、受信したデータから変換された画像データによって示される原稿
の画像を記録用紙に印刷する。
【００６８】
　－スキャナモード－
　以下において、スキャナモードでの動作説明を行なう。このスキャナモードにおいては
、主として、原稿読取部（スキャナ部）１５２が動作することによりスキャナ機能が実現
される。
【００６９】
　画像形成装置１５０においては、原稿載置台に置かれた原稿が原稿読取部１５２により
画像データとして読取られ、読取られた画像データがＣＰＵ３００に入力され、ここで画
像データに各種の画像処理が施され、この画像データが、この画像形成装置１５０が備え
る記憶装置（後述するハードディスク３０２）に記憶されたり、ネットワークに接続され
たコンピュータへネットワークインターフェイス３０４を介して送信されたりする。
【００７０】
　［画像形成装置：制御ブロック構成］
　図３を参照して、画像形成装置１５０はさらに、コピーモード、ファクシミリモードお
よびスキャナモードに関する機能の設定が可能な操作ユニット１７０と、プログラム等を
記憶するためのＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）３０６と、通電が遮断され
た場合であってもプログラムおよびデータ等を記憶可能な不揮発性記憶領域であるハード
ディスク３０２と、プログラムを実行する際の記憶領域を提供するためのＲＡＭ（Ｒａｎ
ｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）３０８とを含む。
【００７１】
　画像形成装置１５０はさらに、原稿読取部１５２、画像形成部１５４、ＦＡＸ通信部１
５５、操作ユニット１７０、ＲＯＭ３０６、ハードディスク３０２、およびＲＡＭ３０８
に接続されるバス３１０と、バス３１０に接続された、画像形成装置としての一般的機能
を実現するためのＣＰＵ３００とを含む。
【００７２】
　ＲＯＭ３０６には、画像形成装置１５０の動作を制御するのに必要なプログラムおよび
データ等が記憶されている。ＣＰＵ３００は、ＲＯＭ３０６に格納されているプログラム
およびデータに従って画像形成装置１５０の制御を行なうとともに画像形成装置１５０の
各機能に関する制御を実行する。
【００７３】
　図３に示すように、この画像形成装置１５０のＦＡＸ通信部１５５には、画像データの
送受信用に公衆回線が接続され、ネットワークインターフェイス３０４にはネットワーク
回線が接続されている。このネットワーク回線には、この画像形成装置１５０をネットワ
ーク対応のプリンタとして使用するコンピュータ等が接続されたり、インターネットを介
して指定されたＵＲＬ（Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｌｏｃａｔｏｒ）により特
定されるコンピュータ等が接続されたりする。このようにインターネットに接続されると
、画像形成装置１５０は、インターネットを介して、必要な情報を取得することができる
。
【００７４】
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　ＲＡＭ３０８は、ＣＰＵ３００による演算および処理の結果を一時的に記憶するワーキ
ングメモリとしての機能と、画像データを記憶するフレームメモリとしての機能とを提供
する。
【００７５】
　原稿読取部１５２、画像形成部１５４、操作ユニット１７０を構成するタッチパネルデ
ィスプレイ１７２および表示操作部１７４、ならびにＲＯＭ３０６、ハードディスク３０
２、およびＲＡＭ３０８に対する制御は、ＣＰＵ３００が所定のプログラムを実行するこ
とにより行なわれる。なお、操作ユニット１７０は、入出力インターフェイスを介してＣ
ＰＵ３００と通信する。
【００７６】
　操作ユニット１７０は、ユーザが目視しやすいように傾斜して設けられた板状のパネル
で構成される。操作ユニット１７０の表面には、その左側の領域にタッチパネルディスプ
レイ１７２が、右側の領域に表示操作部１７４（表示灯１７４Ａならびにハードウェアボ
タンである電源キー１７４Ｂ、省エネキー１７４Ｃおよびホームキー１７４Ｄ）が、備え
られている。タッチパネルディスプレイ１７２および表示操作部１７４は、操作ユニット
１７０が全体として一体となるように構成されている。
【００７７】
　上述したように、このタッチパネルディスプレイ１７２は、表示パネル１７２Ａと、表
示パネル１７２Ａに重ねて配置されたタッチパネル１７２Ｂとで構成される。このタッチ
パネルディスプレイ１７２においては、表示パネル１７２Ａに、この画像形成装置１５０
における動作モードのメニュー、この画像形成装置１５０の現在の状態、宛先指定状況、
ジョブの処理状況等が表示される。表示パネル１７２Ａの表示領域上にはソフトウェアボ
タンである選択ボタンが表示され、この選択ボタンの表示されている領域を指で押すと、
タッチパネル１７２Ｂがその押された位置を検出する。プログラム上で、選択ボタンの表
示位置とタッチパネル１７２Ｂが押された位置とを照合することにより、画像形成装置１
５０の動作モード選択、機能設定および動作指示等が行なわれる。この画像形成装置１５
０は、このようなタッチ操作（ユーザによる押圧位置に基づくコマンド入力操作）に加え
て、上述したジェスチャー操作（ユーザによる操作軌跡に基づくコマンド入力操作）にも
対応している。
【００７８】
　また、表示操作部１７４の表示灯１７４Ａは、たとえばＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔ
ｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）で構成され、ＣＰＵ３００により点灯／消灯（／点滅）が制御さ
れる。主電源とは別に設けられた電源キー１７４Ｂをユーザが押下すると、この画像形成
装置１５０が待機モード（たとえば主電源がオンの状態でＦＡＸ受信動作のみ可能）から
通常モードへ移行して、この画像形成装置１５０の全ての動作モードが使用できるように
なる。この状態に連動して表示灯１７４Ａが点灯する。さらに、ユーザが操作しない時間
が予め定められた時間を経過したり、省エネキー１７４Ｃをユーザが押下したりすると、
この画像形成装置１５０が通常モードから省エネモードへ移行して、この画像形成装置１
５０の一部の動作モードしか使用できないようになる。この状態に連動して表示灯１７４
Ａが点滅する。さらに、この省エネモードのときに、省エネキー１７４Ｃをユーザが押下
すると、この画像形成装置１５０が省エネモードから通常モードへ移行する。ホームキー
１７４Ｄは、タッチパネルディスプレイ１７２の表示を初期状態（ホーム画面）へ戻すた
めのハードウェアキーである。なお、電源キー１７４Ｂ、省エネキー１７４Ｃおよびホー
ムキー１７４Ｄを押下したときの処理はこれらに限定されるものではない。
【００７９】
　なお、表示操作部１７４のハードウェアボタン（電源キー１７４Ｂ、省エネキー１７４
Ｃおよびホームキー１７４Ｄ）には、ＣＰＵ３００により点灯／消灯（／点滅）が制御さ
れるキーランプを埋め込むようにしても構わない。たとえば、このキーランプは、円型の
キーの周囲をリング状に光らせたり、キーの中央部を光らせたりする。操作デバイスとし
てハードウェアボタンを使用することが許可されているタイミングで（ハードウェアボタ
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ンを使用すると処理が実行されるタイミングで）、このキーランプが点灯する。
【００８０】
　本実施の形態に係る画像形成装置１５０においては、上述した３つの動作モード（コピ
ーモード、ＦＡＸモード（タッチパネルディスプレイ１７２の表示は「ファクス／イメー
ジ送信」）およびスキャナモード（タッチパネルディスプレイ１７２の表示は「ドキュメ
ントファイリング」）を備える。タッチパネルディスプレイ１７２には、それぞれの動作
モードにおける機能設定用のソフトウェアボタンと、画像形成イメージであるプレビュー
とが表示される。このプレビューの表示モードとして、プレビュー領域が広いが機能がテ
キスト表示されないアイコンモードと、プレビュー領域が狭いが機能がテキスト表示され
る標準モードとがある。この画像形成装置１５０は、タッチパネルディスプレイ１７２に
表示されたプレビューを見て機能を設定するユーザの操作に基づいて、ユーザが特別に設
定することなく、ユーザの操作嗜好に合致した画面にカスタマイズするという本発明の本
質的部分を備える。特に、この画像形成装置１５０においては、ユーザの操作に基づいて
、次の操作をユーザがより行ないやすくするためにタッチパネルディスプレイ１７２の表
示モードを変更したり、その操作の結果をユーザがより確認しやすくするためにタッチパ
ネルディスプレイ１７２の表示モードを変更したりする。このような処理は、上述したハ
ードウェア構成を用いて実行されるソフトウェアにより実現される。以下において、この
ソフトウェア構成について説明する。なお、表示モードはこれらのモードに限定されるも
のではない。
【００８１】
　［ソフトウェア構成］
　図４は、画像形成装置１５０のＣＰＵ３００で実行されるプログラムの制御構造を示す
フローチャートである。なお、画像形成装置１５０のＣＰＵ３００は、このようなプログ
ラムと並行して、画像形成装置としての一般的機能を実現するプログラムを実行する。し
かしながら、そのプログラムは、本発明の本質的部分とは直接関係するものではないので
、その詳細についてはここでは説明しない。
【００８２】
　図４を参照して、ステップ（以下、ステップをＳと記載する。）１０００にて、画像形
成装置１５０のＣＰＵ３００（以下、単にＣＰＵ３００と記載する。）は、カスタマイズ
設定された表示モードで、印刷設定画面（印刷についての機能設定画面）をタッチパネル
ディスプレイ１７２に表示する。
【００８３】
　ここで、カスタマイズ設定された表示モードとは、タッチパネルディスプレイ１７２に
印刷設定画面を表示するために設定されたモードであって、アイコンモードおよび標準モ
ードのいずれかの表示モードがカスタマイズ設定としてハードディスク３０２に記憶され
ている。なお、カスタマイズ設定されるまでの非カスタマイズ状態（初期状態）において
は、標準モードがカスタマイズ設定された表示モードとして、ハードディスク３０２に記
憶されている。
【００８４】
　この処理において、いずれの表示モードであっても、印刷前のプレビュー表示とともに
、複数の機能設定ボタンがタッチパネルディスプレイ１７２に表示される。機能設定ボタ
ンは、アイコンモードにおいては機能に対応する形状を模したアイコンのソフトウェアボ
タン（以下、「アイコンボタン」と記載する。）により、標準モードにおいては機能がテ
キストで表示された（アイコンよりも大きな）ソフトウェアボタン（以下、「テキストボ
タン」と記載する。）により、表示される。アイコンボタンの方がテキストボタンよりも
小さいので、アイコンモードにおけるプレビュー表示領域の方が、標準モードにおけるプ
レビュー表示領域よりも大きい。
【００８５】
　プレビュー表示領域をジェスチャー操作することにより、コマンドの対象とコマンドと
を合わせて入力することができる。たとえば、プレビューとして、タッチパネルディスプ
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レイ１７２に複数のページが表示されているときに、あるページがプレビューされた位置
を２本の指の間を広げるピンチアウト（ピンチオープン）または指で軽く２回叩くダブル
タップのジェスチャー操作することにより、コマンドの対象であるプレビューページとコ
マンドである拡大表示とを合わせて入力することができる。一方、タッチ操作する場合に
は、タッチパネルディスプレイ１７２にプレビュー表示されたページの位置を指でタッチ
操作した後に（コマンドの対象を特定した後に）、拡大表示のアイコンボタンまたはテキ
ストボタンをタッチ操作することにより、コマンドの対象であるプレビューページとコマ
ンドである拡大表示とを入力することができる。
【００８６】
　Ｓ１０１０にて、ＣＰＵ３００は、ユーザによる入力を検出したか否かを判定する。こ
のとき、ＣＰＵ３００は、タッチパネルディスプレイ１７２に表示された項目をユーザが
押圧したか否かに基づいて、ユーザによる入力を検出したか否かを判定する。このユーザ
による入力には、ジェスチャー操作およびタッチ操作が含まれる。ユーザによる入力を検
出したと判定されると（Ｓ１０１０にてＹＥＳ）、処理はＳ１０２０へ移される。もしそ
うでないと（Ｓ１０１０にてＮＯ）、この処理はＳ１０１０へ戻されて、ユーザによる入
力を検出したと判定するまで待つ。
【００８７】
　Ｓ１０２０にて、ＣＰＵ３００は、ユーザによる入力軌跡を分析する。このとき、ＣＰ
Ｕ３００は、タッチパネルディスプレイ１７２においてユーザの指により押圧された位置
およびその位置の時間的な変化を検出して、タッチパネルディスプレイ１７２に表示され
たプレビューおよびボタン（アイコンボタンおよびテキストボタン）の表示位置とタッチ
パネル１７２Ｂが押された位置およびその位置の移動とを照合することにより、タッチ操
作されたか否か、ジェスチャー操作（タップ、ダブルタップ、ドラッグ、フリック、ピン
チ、ピンチアウト、ピンチイン等）されたか否かを分析する。
【００８８】
　Ｓ１０３０にて、ＣＰＵ３００は、ユーザによる操作が、ジャスチャーによる表示モー
ド変更要求であるか否かを判定する。このとき、ＣＰＵ３００は、たとえば、タッチパネ
ルディスプレイ１７２の端部に表示されたアイコンボタンを中央部へ向けてフリックした
と分析した場合には、ユーザによるジェスチャー操作は表示モードをアイコンモードから
標準モードへ変更する要求であると判定し、その逆にフリックしたと分析した場合にはユ
ーザによるジェスチャー操作は表示モードを標準モードからアイコンモードへ変更する要
求であると判定する。ユーザによる操作がジャスチャーによる表示モード変更要求である
と判定されると（Ｓ１０３０にてＹＥＳ）、処理はＳ１０４０へ移される。もしそうでな
いと（Ｓ１０３０にてＮＯ）、この処理はＳ１０６０へ移される。
【００８９】
　Ｓ１０４０にて、ＣＰＵ３００は、ジェスチャーに従い、印刷設定画面の表示モードを
変更する。Ｓ１０５０にて、ＣＰＵ３００は、変更された表示モードで、印刷設定画面を
タッチパネルディスプレイ１７２に表示する。その後、この処理はＳ１１１０へ移される
。
【００９０】
　Ｓ１０６０にて、ＣＰＵ３００は、ユーザによる操作が、ジャスチャーによるプレビュ
ー表示の変更要求であるか否かを判定する。このとき、ＣＰＵ３００は、たとえば、ある
ページがプレビューされた位置をピンチアウト（ピンチオープン）またはダブルタップし
たと分析した場合には、ユーザによるジェスチャー操作はそのページを拡大表示する要求
であると判定する。ユーザによる操作がジャスチャーによるプレビュー表示の変更要求で
あると判定されると（Ｓ１０６０にてＹＥＳ）、処理はＳ１０７０へ移される。もしそう
でないと（Ｓ１０６０にてＮＯ）、この処理はＳ１０１０へ戻される。
【００９１】
　Ｓ１０７０にて、ＣＰＵ３００は、カスタマイズ設定としてハードディスク３０２に記
憶されているのはアイコンモードであるか否かを判定する。カスタマイズ設定がアイコン
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モードであると判定されると（Ｓ１０７０にてＹＥＳ）、処理はＳ１１００へ移される。
もしそうでないと（Ｓ１０７０にてＮＯ）、この処理はＳ１０８０へ移される。
【００９２】
　Ｓ１０８０にて、ＣＰＵ３００は、カスタマイズ設定としてアイコンモードをハードデ
ィスク３０２に記憶する。Ｓ１０９０にて、ＣＰＵ３００は、アイコンモードで印刷設定
画面を表示する。
【００９３】
　Ｓ１１００にて、ＣＰＵ３００は、ユーザのジェスチャーに従いプレビュー表示を変更
して、タッチパネルディスプレイ１７２に表示する。その後、この処理はＳ１１１０へ移
される。
【００９４】
　Ｓ１１１０にて、ＣＰＵ３００は、印刷開始が入力されたか否かを判定する。このとき
、ＣＰＵ３００は、タッチパネルディスプレイ１７２に表示された「印刷開始」ボタンが
押下されると、印刷開始が入力されたと判定する。印刷開始が入力されたと判定されると
（Ｓ１１１０にてＹＥＳ）、処理はＳ１１２０へ移される。もしそうでないと（Ｓ１１１
０にてＮＯ）、この処理はＳ１０１０へ戻される。
【００９５】
　Ｓ１１２０にて、ＣＰＵ３００は、指定されたドキュメントを、画像形成部１５４を用
いて、記録用紙に印刷する。
【００９６】
　［動作］
　以上のような構造およびフローチャートに基づく、本実施の形態に係る画像形成装置１
５０の動作について、図５～図９に示すタッチパネルディスプレイ１７２の表示例を用い
て説明する。
【００９７】
　・表示モード（標準モード／アイコンモード）
　本実施の形態に係る画像形成装置１５０の動作を説明する前に、動作モードがコピーモ
ードである場合の印刷設定画面の表示モードについて説明する。図５は、タッチパネルデ
ィスプレイ１７２に印刷設定画面を標準モードで表示した場合の画面例であって、図６は
、アイコンモードで表示した場合の画面例である。
【００９８】
　これらの図５および図６に示すように、標準モードであってもアイコンモードであって
も、タッチパネルディスプレイ１７２には、動作モード選択用のタグボタン（コピーモー
ド選択タグボタン５００Ａ、ＦＡＸモード選択タグボタン５００Ｂおよびスキャナモード
選択タグボタン５００Ｃ）と、ユーザが「印刷開始」を要求するソフトウェアボタン５７
０とが表示される。
【００９９】
　図５の標準モードにおいては、タッチパネルディスプレイ１７２には、機能選択用のテ
キストボタンとして、設定メニューボタン５１０Ａ、ページ拡大／縮小ボタン５１０Ｂ、
ページ削除ボタン５１０Ｃ、ページ回転ボタン５１０Ｄ、エリア指定消去ボタン５１０Ｅ
、およびページ順番入替ボタン５１０Ｆが表示される。このように、これらのボタンは、
このコピーモードで選択可能な機能の名称をテキストとして表示したソフトウェアボタン
である。
【０１００】
　図６のアイコンモードにおいては、タッチパネルディスプレイ１７２には、機能選択用
のアイコンボタンとして、設定メニューアイコンボタン５２０Ａ、ページ拡大／縮小アイ
コンボタン５２０Ｂ、ページ削除アイコンボタン５２０Ｃ、ページ回転アイコンボタン５
２０Ｄ、エリア指定消去アイコンボタン５２０Ｅ、およびページ順番入替アイコンボタン
５２０Ｆが表示される。これらのアイコンボタンは機能に対応する形状を模したアイコン
のソフトウェアボタンで構成される。
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【０１０１】
　このように、アイコンボタンはテキストボタンに対応するものであって、テキストボタ
ンよりも小さい。このため、アイコンモードにおけるプレビュー表示領域の方が、標準モ
ードにおけるプレビュー表示領域よりも大きく、図６に示すプレビュー画像５６０は図５
に示すプレビュー画像５５０よりも大きく表示したり（同じページ数を表示する場合）、
多くのページを表示したり（同じ大きさで表示する場合）することが可能である。図６に
示すプレビュー画像５６０は、図５と同じページ数でプレビュー表示する場合であって、
図５に示すプレビュー画像５５０よりも大きく表示されている。
【０１０２】
　なお、標準モードにおいても、アイコンモードにおいても、テキストボタンまたはアイ
コンボタンの表示領域を上方へフリックすることにより、表示されたテキストボタンまた
はアイコンボタンをスクロールさせて、さらなるテキストボタンまたはアイコンボタンを
表示させることができる。
【０１０３】
　・ジェスチャー操作によるプレビュー表示拡大動作
　タッチパネルディスプレイ１７２の表示画面がカスタマイズされるまで、および、アイ
コンモードがカスタマイズ設定としてハードディスク３０２に記憶されるまでは、図５に
示すように、標準モードで印刷設定画面が表示される。
【０１０４】
　このようにタッチパネルディスプレイ１７２に印刷設定画面が表示されている場合にお
いて、図７（Ａ）に示すように、プレビュー表示された３ページの中の真ん中のページが
プレビューされた位置をユーザがピンチアウト（ピンチオープン）すると（Ｓ１０１０に
てＹＥＳ）、入力軌跡が分析される（Ｓ１０２０）。このとき、このユーザによるジェス
チャー操作はそのページを拡大表示する要求であると分析される。このジャスチャーは、
表示モード変更要求でないので（Ｓ１０３０にてＮＯ）、ジャスチャーによるプレビュー
表示の変更要求であるか否かが判定される（Ｓ１０６０）。このとき、ユーザは図７（Ａ
）に示すように、プレビュー画像においてピンチアウト（ピンチオープン）するジェスチ
ャー操作を行なったので、ジャスチャーによるプレビュー表示の変更要求であると判定さ
れる（Ｓ１０６０にてＹＥＳ）。
【０１０５】
　カスタマイズ設定は標準モードであるので（Ｓ１０７０にてＮＯ）、カスタマイズ設定
としてアイコンモードがハードディスク３０２に記憶され（Ｓ１０８０）、表示モードが
アイコンモードで印刷設定画面が表示されるとともに（Ｓ１０９０）、入力されたジェス
チャー操作に従ってプレビュー表示が変更される（Ｓ１１００）。このとき、タッチパネ
ルディスプレイ１７２には、図７（Ｂ）に示す画面が表示される。
【０１０６】
　図７（Ａ）から図７（Ｂ）へ画面が遷移することにより、コピーモードの印刷設定画面
における機能選択用のテキストボタンがアイコンボタンへ変更されて、大きなプレビュー
画像へ変更される（同じページ数をプレビュー表示すると想定）。
【０１０７】
　このように動作した後に、さらに、印刷設定画面がタッチパネルディスプレイ１７２に
表示される場合には、カスタマイズ設定されているので、図６に示すアイコンモードで印
刷設定画面がタッチパネルディスプレイ１７２に表示される。このように、ユーザは、表
示モードを切り換えるという操作を行なうことなく、大きなプレビュー画像をタッチパネ
ルディスプレイ１７２に表示させることができる。
【０１０８】
　このように動作することにより、ユーザのジェスチャー操作により、表示モードが変更
されて、プレビュー画像が拡大して表示されるので、ユーザは表示モードを変更するよう
に操作することなく、プレビュー画像を容易に確認することができる。
【０１０９】
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　・表示モードの変更動作（アイコンモードから標準モードへ）
　図８（Ａ）に示すように、アイコンモードで印刷設定画面が表示されたタッチパネルデ
ィスプレイ１７２において、ユーザがタッチパネルディスプレイ１７２に表示されたアイ
コンボタンをタッチパネルディスプレイ１７２の中央部へ向けてフリックすると（Ｓ１０
１０にてＹＥＳ）、入力軌跡が分析される（Ｓ１０２０）。このとき、このユーザによる
ジェスチャー操作は表示モードをアイコンモードから標準モードへ変更する要求であると
分析される。このジャスチャーは、表示モード変更要求であるので（Ｓ１０３０にてＹＥ
Ｓ）、ジャスチャーに従い、印刷設定画面の表示モードが変更され（Ｓ１０４０）、変更
された表示モードである標準モードで印刷設定画面がタッチパネルディスプレイ１７２に
表示される（Ｓ１０５０）。このとき、タッチパネルディスプレイ１７２には、図８（Ｂ
）に示す画面が表示される。
【０１１０】
　図８（Ａ）から図８（Ｂ）へ画面が遷移することにより、コピーモードの印刷設定画面
における表示モードがアイコンモードから標準モードへ変更され、機能選択用のアイコン
ボタンがテキストボタンへ変更されて、小さなプレビュー画像へ変更される（同じページ
数をプレビュー表示すると想定）。
【０１１１】
　このような動作により、表示モードの設定を、画面遷移に感覚的に対応するジェスチャ
ー操作を行ない、機能選択用のアイコンボタン表示をテキストボタン表示へ変更すること
ができる。
【０１１２】
　・表示モードの変更動作（標準モードからアイコンモードへ）
　図９（Ａ）に示すように、標準モードで印刷設定画面が表示されたタッチパネルディス
プレイ１７２において、ユーザがタッチパネルディスプレイ１７２に表示されたテキスト
ボタンをタッチパネルディスプレイ１７２の端部へ向けてフリックすると（Ｓ１０１０に
てＹＥＳ）、入力軌跡が分析される（Ｓ１０２０）。このとき、このユーザによるジェス
チャー操作は表示モードを標準モードからアイコンモードへ変更する要求であると分析さ
れる。このジャスチャーは、表示モード変更要求であるので（Ｓ１０３０にてＹＥＳ）、
ジャスチャーに従い、印刷設定画面の表示モードが変更され（Ｓ１０４０）、変更された
表示モードであるアイコンモードで印刷設定画面がタッチパネルディスプレイ１７２に表
示される（Ｓ１０５０）。このとき、タッチパネルディスプレイ１７２には、図９（Ｂ）
に示す画面が表示される。
【０１１３】
　図９（Ａ）から図９（Ｂ）へ画面が遷移することにより、コピーモードの印刷設定画面
における表示モードが標準モードからアイコンモードへ変更され、機能選択用のテキスト
ボタンがアイコンボタンへ変更されて、大きなプレビュー画像へ変更される（同じページ
数をプレビュー表示すると想定）。
【０１１４】
　このような動作により、表示モードの設定を、画面遷移に感覚的に対応するジェスチャ
ー操作を行ない、機能選択用のテキストボタン表示をアイコンボタン表示へ変更して、大
きなプレビュー画像を表示することができる。
【０１１５】
　以上のようにして、本実施の形態に係る画像形成装置によると、ユーザのジェスチャー
操作に基づいて、次の操作であるプレビューによる印刷設定の確認作業をユーザがより行
ないやすくするためにタッチパネルディスプレイの表示モードを容易に変更することがで
きる。さらに、画面遷移のイメージに対応させたユーザのジェスチャー操作により、表示
モードを変更することができる。
【０１１６】
　なお、ユーザがジェスチャー操作（テキストボタンをフリック）により表示モードをア
イコンモードへ変更することがない場合において、予め定められた期間においてジェスチ
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ャー操作（プレビューページをピンチアウト等）によるプレビュー表示の変更がなかった
ときには、標準モードへ移行するようにしても構わない。また、ユーザがジェスチャー操
作によりプレビュー表示を変更する頻度が高いと判定されたときには、カスタマイズ設定
としてアイコンモードをハードディスク３０２に記憶するようにしても構わない。さらに
、このような予め定められた期間においてジェスチャー操作がないこと、または、ジェス
チャー操作する頻度を、ユーザ毎に管理してカスタマイズ設定を記憶することも好ましい
。これらは、ユーザの操作嗜好を反映させて、カスタマイズ設定を記憶することを目的と
して、ユーザがより使用しやすいようにしている。
【０１１７】
　＜第１の実施の形態における変形例＞
　以下に、上述した第１の実施の形態における変形例に係る電子機器について説明する。
この電子機器も上述した画像形成装置１５０と同じであり、このような画像形成装置に本
発明の電子機器が限定されないことも同じである。本変形例に係る画像形成装置１５０は
、上述した第１の実施の形態においてＣＰＵ３００が実行したプログラムとは異なるプロ
グラムを実行する。詳しくは、第１の実施の形態においては、ジェスチャー操作により表
示モードを変更してプレビュー画像の表示態様を変更したが、本変形例においては、ジェ
スチャー操作により印刷設定を変更する。たとえば、プレビュー表示されたページの位置
でユーザがピンチアウト（ピンチオープン）すると、入力軌跡が分析されて、ジェスチャ
ー操作はそのページを拡大して印刷する要求であると分析されて、印刷設定が変更される
。また、本変形例においては、このような印刷設定の変更をタッチ操作によっても実現す
る。このような処理は、上述した第１の実施の形態と同じハードウェア構成を用いて実行
されるソフトウェアにより実現される。以下において、このソフトウェア構成について説
明する。
【０１１８】
　［ソフトウェア構成］
　図１０は、画像形成装置１５０のＣＰＵ３００で実行されるプログラムの制御構造を示
すフローチャートである。図１０は上述した図４に対応する。図１０に示すフローチャー
トにおけるステップで、図４に示したフローチャートと同じ処理については同じステップ
番号を付してある。それらの処理は同じであるので、それらについての説明はここでは繰
返さない。
【０１１９】
　なお、画像形成装置１５０のＣＰＵ３００はこのようなプログラムと並行して画像形成
装置としての一般的機能を実現するプログラムを実行する点、そのプログラムは本発明の
本質的部分とは直接関係するものではないのでその詳細については説明しない点、ユーザ
により選択された動作モードはコピーモードであるとして説明する点、他の動作モードが
選択された場合であっても本発明の本質的部分は同じであり、動作モードの種類によらず
本発明の本質的部分の適用が可能である点も、第１の実施の形態と同じである。
【０１２０】
　図１０を参照して、Ｓ１５００にて、ＣＰＵ３００は、ユーザによる操作が、ジャスチ
ャーによる印刷設定の変更要求であるか否かを判定する。このとき、ＣＰＵ３００は、た
とえば、あるページがプレビューされた位置をピンチアウト（ピンチオープン）またはダ
ブルタップしたと分析した場合には、ユーザによるジェスチャー操作はそのページを拡大
コピーするように印刷設定を変更する要求であると判定する。ユーザによる操作がジャス
チャーによる印刷設定の変更要求であると判定されると（Ｓ１５００にてＹＥＳ）、処理
はＳ１５１０へ移される。もしそうでないと（Ｓ１５００にてＮＯ）、この処理はＳ１５
２０へ移される。
【０１２１】
　Ｓ１５１０にて、ＣＰＵ３００は、タッチパネルディスプレイ１７２を用いて入力され
たユーザのジェスチャーに従い印刷設定を変更する。
【０１２２】
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　Ｓ１５２０にて、ＣＰＵ３００は、ユーザによる操作が、タッチによる印刷設定の変更
要求であるか否かを判定する。このとき、ＣＰＵ３００は、たとえば、タッチパネルディ
スプレイ１７２にプレビュー表示されたページの位置がユーザの指によりタッチ操作され
た後に（印刷設定を変更する対象のページが選択された後に）、拡大コピーのアイコンボ
タンまたはテキストボタンがタッチ操作されたと分析した場合には、ユーザによるタッチ
操作はそのページを拡大コピーするように印刷設定を変更する要求であると判定する。ユ
ーザによる操作がタッチによる印刷設定の変更要求であると判定されると（Ｓ１５２０に
てＹＥＳ）、処理はＳ１５３０へ移される。もしそうでないと（Ｓ１５２０にてＮＯ）、
この処理はＳ１０１０へ戻される。
【０１２３】
　Ｓ１５３０にて、ＣＰＵ３００は、タッチ操作されたアイコンボタンまたはテキストボ
タンに対応する印刷設定項目の設定画面をタッチパネルディスプレイ１７２に表示する。
このとき、ＣＰＵ３００は、たとえば、設定画面としてポップアップ画面をタッチパネル
ディスプレイ１７２に表示する。
【０１２４】
　Ｓ１５４０にて、ＣＰＵ３００は、タッチパネルディスプレイ１７２に表示された設定
画面をユーザが操作して印刷設定項目の変更を入力したか否かを判定する。このとき、Ｃ
ＰＵ３００は、たとえば、ポップアップ画面に表示された拡大コピー率を示す「２００％
」のソフトウェアボタンがダブルタップされると、変更が入力されたと判定する。印刷設
定項目の変更が入力されたと判定されると（Ｓ１５４０にてＹＥＳ）、処理はＳ１５５０
へ移される。もしそうでないと（Ｓ１５４０にてＮＯ）、この処理はＳ１１１０へ移され
る。
【０１２５】
　Ｓ１５５０にて、ＣＰＵ３００は、タッチパネルディスプレイ１７２を用いて入力され
たユーザのタッチに従い印刷設定を変更する。その後、この処理はＳ１０７０へ移される
。このようにＳ１５５０の処理後にＳ１０７０へ処理を移すことにより、タッチ操作によ
り印刷設定変更が要求された場合であっても、アイコンモードでプレビューを表示するこ
とができるようになる。
【０１２６】
　Ｓ１５６０にて、ＣＰＵ３００は、変更された印刷設定に従いプレビュー表示を変更し
て、タッチパネルディスプレイ１７２に表示する。このようにＳ１５１０（ジェスチャー
操作の場合）またはＳ１５５０（タッチ操作の場合）の処理後にＳ１５６０の処理を実行
するにより、ジェスチャー操作により印刷設定変更が要求された場合であっても、タッチ
操作により印刷設定変更が要求された場合であっても、印刷設定が変更されたプレビュー
画像を表示することができるようになる。その後、この処理はＳ１１１０へ移される。
【０１２７】
　［動作］
　以上のような構造およびフローチャートに基づく、本実施の形態に係る画像形成装置１
５０の動作について、図１１～図１３に示すタッチパネルディスプレイ１７２の表示例を
用いて説明する。
【０１２８】
　・ジェスチャー操作による印刷設定変更動作
　この動作の説明においては、図７と対比しやすくするために、表示モードが標準モード
で印刷設定画面がタッチパネルディスプレイ１７２に表示されているとする。
【０１２９】
　このようにタッチパネルディスプレイ１７２に印刷設定画面が表示されている場合にお
いて、図１１（Ａ）に示すように、プレビュー表示された３ページの中の真ん中のページ
がプレビューされた位置をユーザがピンチアウト（ピンチオープン）すると（Ｓ１０１０
にてＹＥＳ）、入力軌跡が分析される（Ｓ１０２０）。このとき、このユーザによるジェ
スチャー操作はそのページの印刷設定を拡大コピーに変更する要求であると分析される。
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このジャスチャーは、表示モード変更要求でないので（Ｓ１０３０にてＮＯ）、ジャスチ
ャーによる印刷設定の変更要求であるか否かが判定される（Ｓ１５００）。このとき、ユ
ーザは図１１（Ａ）に示すように、プレビュー画像においてピンチアウト（ピンチオープ
ン）するジェスチャー操作を行なったので、ジャスチャーによる印刷設定の変更要求であ
ると判定される（Ｓ１５００にてＹＥＳ）。
【０１３０】
　カスタマイズ設定は標準モードであるので（Ｓ１０７０にてＮＯ）、カスタマイズ設定
としてアイコンモードがハードディスク３０２に記憶され（Ｓ１０８０）、表示モードが
アイコンモードで印刷設定画面が表示される（Ｓ１０９０）。
【０１３１】
　入力されたジェスチャー操作に従って、真ん中のページの印刷設定が拡大コピーに変更
され（Ｓ１５１０）、変更された印刷設定に従いプレビュー表示が変更される（Ｓ１５６
０）。このとき、タッチパネルディスプレイ１７２には、図１１（Ｂ）に示す画面が表示
される。
【０１３２】
　図１１（Ａ）から図１１（Ｂ）へ画面が遷移することにより、コピーモードの印刷設定
画面における機能選択用のテキストボタンがアイコンボタンへ変更されて、大きなプレビ
ュー画像へ変更される（同じページ数をプレビュー表示すると想定）。図１１（Ａ）と図
１１（Ｂ）とを比較すると、左ページおよび右ページは、同じ大きさの記録用紙および同
じ大きさの原稿文字により表現されたプレビューであり、真ん中のページは、同じ大きさ
の記録用紙であるが、図１１（Ｂ）では拡大された原稿文字によりプレビューが表現され
ている。このように、真ん中のページの印刷設定が拡大コピーに変更されているので、図
１１（Ｂ）に示すように、記録用紙の枠線（実線で示す）よりも原稿領域（点線で示す）
が大きい。なお、このときの拡大コピーの拡大率は、たとえば、ユーザがピンチアウト（
ピンチオープン）した幅に基づいて設定される。また、このとき、図１１（Ｂ）に示すよ
うに、拡大率（ここでは「１５０％」）を表示することも好ましい。なお、拡大された原
稿のどの部分を印刷するのかを設定する方法については後述する。
【０１３３】
　このように動作した後に、さらに、印刷設定画面がタッチパネルディスプレイ１７２に
表示される場合には、カスタマイズ設定されているので、図１１（Ｂ）に示すアイコンモ
ードで印刷設定画面がタッチパネルディスプレイ１７２に表示される。このように、ユー
ザは、表示モードを切り換えるという操作を行なうことなく、大きなプレビュー画像をタ
ッチパネルディスプレイ１７２に表示させることができ、拡大コピー等の印刷設定を容易
に確認することができる。
【０１３４】
　このように動作することにより、ユーザのジェスチャー操作により、印刷設定が変更さ
れて、表示モードが変更されて、プレビュー画像が拡大して表示されるので、ユーザは表
示モードを変更するように操作することなく、プレビュー画像を用いて印刷設定を容易に
確認することができる。
【０１３５】
　・タッチ操作による印刷設定変更動作
　図５に示すように、表示モードが標準モードで印刷設定画面がタッチパネルディスプレ
イ１７２に表示されている場合に、プレビュー表示された３ページの中の真ん中のページ
の位置をユーザがタッチした後に（印刷設定を変更する対象のページを選択した後に）、
「ページ拡大／縮小」のテキストボタンをタッチすると（Ｓ１０１０にてＹＥＳ）、入力
軌跡が分析される（Ｓ１０２０）。このとき、このユーザによる一連のタッチ操作はその
ページの印刷設定を拡大／縮小コピーに変更する要求であると分析される。このジャスチ
ャーは、表示モード変更要求でなく（Ｓ１０３０にてＮＯ）、印刷設定の変更要求でもな
いので（Ｓ１５００にてＮＯ）、タッチによる印刷設定の変更要求であるか否かが判定さ
れる（Ｓ１５２０）。このとき、ユーザは、図１２に示すように、プレビュー画像におい
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て印刷設定を変更するページをタッチして選択して（図１２においては選択状態を二重枠
線で示す、以下同じ）、「ページ拡大／縮小」のテキストボタンをタッチしたので、タッ
チによる印刷設定の変更要求であると判定される（Ｓ１５２０にてＹＥＳ）。
【０１３６】
　「ページ拡大／縮小」のテキストボタンの近傍にポップアップ形式で、タッチされた「
ページ拡大／縮小」についての設定画面５８０が表示される（Ｓ１５３０）。設定画面５
８０の「２００％」のソフトウェアボタンをユーザがダブルタップすると、変更が入力さ
れたと判定される（Ｓ１５４０にてＹＥＳ）。
【０１３７】
　入力されたタッチ操作に従って、真ん中のページの印刷設定が拡大コピー（拡大率２０
０％）に変更され（Ｓ１５５０）、変更された印刷設定に従いプレビュー表示が変更され
る（Ｓ１５６０）。
【０１３８】
　カスタマイズ設定は標準モードであるので（Ｓ１０７０にてＮＯ）、カスタマイズ設定
としてアイコンモードがハードディスク３０２に記憶され（Ｓ１０８０）、表示モードが
アイコンモードで印刷設定画面が表示される（Ｓ１０９０）。このとき、タッチパネルデ
ィスプレイ１７２には、表示モードが標準モードからアイコンモードへ変更された、図１
３に示すページのように、拡大コピー対象のページが拡大して表示される。
【０１３９】
　入力されたタッチ操作に従って、真ん中のページの印刷設定が拡大コピーに変更され（
Ｓ１５５０）、変更された印刷設定に従いプレビュー表示が変更される（Ｓ１５６０）。
【０１４０】
　このように動作することにより、ユーザのジェスチャー操作と同じようにして、ユーザ
のタッチ操作により、印刷設定が変更されて、表示モードが変更されて、プレビュー画像
が拡大して表示される。このため、ユーザは表示モードを変更するように操作することな
く、プレビュー画像を用いて印刷設定を容易に確認することができる。
【０１４１】
　なお、上述した説明は、表示モードが標準モードである場合についての動作であるが、
表示モードがアイコンモードの場合でも同様に動作する。このときのタッチパネルディス
プレイ１７２の表示例であって図１２に対応する図は図１３である。この場合には、印刷
設定画面がアイコンモードで表示されていたので、そのままのアイコンモードで、拡大コ
ピー対象のページが拡大して表示される。
【０１４２】
　このように動作することにより、ユーザのタッチ操作により、印刷設定が変更されて、
表示モードが必要に応じて変更されて（アイコンモードで表示されている場合にはそのま
ま）、プレビュー画像が拡大して表示されるので、ユーザは表示モードを変更するように
操作することなく、アイコンモードで大きく表示されたプレビュー画像を用いて印刷設定
を容易に確認することができる。
【０１４３】
　以上のようにして本変形例によると、ジェスチャー操作またはタッチ操作により印刷設
定を変更することができるとともに、その印刷設定の変更をユーザが容易に確認すること
ができる。
【０１４４】
　なお、第１の実施の形態におけるプレビュー表示変更を要求するジャスチャー操作と、
変形例における印刷設定変更を要求するジャスチャー操作とを分類して、第１の実施の形
態とその変形例とを、適宜組み合わせるようにしても構わない。
【０１４５】
　＜第２の実施の形態＞
　以下に、本発明の第２の実施の形態に係る電子機器について説明する。第１の実施の形
態と同様に、本実施の形態に係る電子機器は、画像処理装置の１種である画像形成装置で



(24) JP 5091267 B2 2012.12.5

10

20

30

40

50

ある。本実施の形態においても、第１の実施の形態と同様に、本発明に係る操作装置の適
用は、このような画像形成装置以外の画像処理装置または電子機器であっても構わない。
【０１４６】
　本実施の形態に係る電子機器は、表示モードとして、上述した標準モードおよびアイコ
ンモードに加えて、メニューモードを備える。このメニューモードは、プレビューがタッ
チパネルディスプレイに表示されるが、ユーザはその表示されたプレビューを基本的に確
認することなく複数の印刷設定を一度に変更する場合に使用される。この操作のために、
メニューモードにおいては、標準モードのテキストボタンよりも大きな設定メニュー画面
がタッチパネルディスプレイ１７２の大部分の領域に表示される。
【０１４７】
　本実施の形態に係る画像形成装置においては、このようなメニューモードを使用して印
刷設定をまとめて変更したいユーザがメニューモードを選択した操作に基づいて、表示モ
ードをアイコンモードまたは標準モードから自動的にメニューモードへ変更する。この場
合において、上述した第１の実施の形態においては、１回でもジェスチャー操作されると
カスタマイズ設定をアイコンモードへ変更したが、本実施の形態においては、予め定めら
れた回数だけメニューモードを選択する操作が行なわれるとカスタマイズ設定をメニュー
モードへ変更する。なお、このように、モードの選択回数を管理しておいて予め定められ
た回数だけ選択操作されるとカスタマイズ設定を変更することを、第１の実施の形態に適
用しても構わない。
【０１４８】
　なお、本実施の形態に係る電子機器は、印刷設定に関するコマンドに対して複数種類の
操作画面（アイコンモード、標準モード、メニューモード）が提供され、ユーザが特別に
設定することなく、ユーザが要求する操作画面を優先させるようなカスタマイズを、容易
に行なうことのできる操作機器を備えた装置でありさえすればよい。
【０１４９】
　画像形成装置（図１～図３）については、上述した第１の実施の形態と同じであるため
、ここでの詳細な説明は繰返さない。
【０１５０】
　本実施の形態に係る画像形成装置１５０は、ＣＰＵ３００で実行されるプログラムの制
御構造が、上述した第１の実施の形態と異なる。それ以外については上述した第１の実施
の形態と同じである。それらの構造および作用は上述した第１の実施の形態と同じである
ため、ここでの詳細な説明は繰返さない。
【０１５１】
　［ソフトウェア構成］
　図１４は、本実施の形態に係る画像形成装置１５０で実行されるプログラムの制御構造
を示すフローチャートである。この図１４に示すフローチャートは、第１の実施の形態の
図４のフローチャートに対応する。図１４に示すフローチャートは、図４に示すフローチ
ャートにおける処理ステップにＳ２０００～Ｓ２０７０の処理を追加したものである。図
１４に示すフローチャートにおけるステップで、図４に示したフローチャートと同じ処理
については同じステップ番号を付してある。それらの処理は同じであるので、それらにつ
いての説明はここでは繰返さない。
【０１５２】
　上述した第１の実施の形態と同じように、画像形成装置１５０のＣＰＵ３００は、この
ようなプログラムと並行して、画像形成装置としての一般的機能を実現するプログラムを
実行する。しかしながら、そのプログラムは、本発明の本質的部分とは直接関係するもの
ではないので、その詳細についてはここでは説明しない。
【０１５３】
　図１４を参照して、Ｓ２０００にて、ＣＰＵ３００は、ユーザによる操作が、メニュー
による印刷設定の変更要求であるか否かを判定する。このとき、ＣＰＵ３００は、タッチ
パネルディスプレイ１７２にプレビュー表示されたページの位置がユーザの指によりタッ
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チ操作された後に（印刷設定を変更する対象のページが選択された後に）、たとえば「設
定メニュー」のアイコンボタンまたはテキストボタンがタッチ操作されたと分析した場合
には、ユーザによるタッチ操作は、設定メニュー画面を用いてそのページの印刷設定を変
更する要求であると判定する。ユーザによる操作がメニューによる印刷設定の変更要求で
あると判定されると（Ｓ２０００にてＹＥＳ）、処理はＳ２０１０へ移される。もしそう
でないと（Ｓ２０００にてＮＯ）、この処理はＳ１０１０へ戻される。
【０１５４】
　Ｓ２０１０にて、ＣＰＵ３００は、印刷設定項目を一括して設定する設定メニュー画面
をタッチパネルディスプレイ１７２に表示する。このとき、ＣＰＵ３００は、設定メニュ
ー画面をタッチパネルディスプレイ１７２の大部分の領域に表示する。
【０１５５】
　Ｓ２０２０にて、ＣＰＵ３００は、タッチパネルディスプレイ１７２に表示された設定
メニュー画面をユーザが操作して印刷設定項目の変更の入力が完了したか否かを判定する
。このとき、ＣＰＵ３００は、たとえば、設定メニュー画面に表示された「設定完了」の
ソフトウェアボタンがダブルタップされると、変更の入力が完了したと判定する。印刷設
定項目の変更の入力が完了したと判定されると（Ｓ２０２０にてＹＥＳ）、処理はＳ２０
３０へ移される。もしそうでないと（Ｓ２０２０にてＮＯ）、この処理はＳ２０２０へ戻
される。
【０１５６】
　Ｓ２０３０にて、ＣＰＵ３００は、タッチパネルディスプレイ１７２に表示された設定
メニュー画面を用いて入力されたユーザの操作に従い印刷設定を変更する。
【０１５７】
　Ｓ２０４０にて、ＣＰＵ３００は、変更された印刷設定に従いプレビュー表示を変更し
て、タッチパネルディスプレイ１７２に表示する。
【０１５８】
　Ｓ２０５０にて、ＣＰＵ３００は、設定メニュー画面を用いた印刷設定が予め定められ
た回数に到達したか否かを判定する。設定メニュー画面を用いた印刷設定が予め定められ
た回数に到達したと判定されると（Ｓ２０５０にてＹＥＳ）、処理はＳ２０６０へ移され
る。もしそうでないと（Ｓ２０５０にてＮＯ）、この処理はＳ１１１０へ移される。
【０１５９】
　Ｓ２０６０にて、ＣＰＵ３００は、カスタマイズ設定としてハードディスク３０２に記
憶されているのはメニューモードであるか否かを判定する。カスタマイズ設定がメニュー
モードであると判定されると（Ｓ２０６０にてＹＥＳ）、処理はＳ１１１０へ移される。
もしそうでないと（Ｓ２０６０にてＮＯ）、この処理はＳ２０７０へ移される。
【０１６０】
　Ｓ２０７０にて、ＣＰＵ３００は、カスタマイズ設定としてメニューモードをハードデ
ィスク３０２に記憶する。その後、この処理はＳ１１１０へ移される。
【０１６１】
　［動作］
　以上のような構造およびフローチャートに基づく、本実施の形態に係る画像形成装置１
５０の動作について、図１５～図２０に示すタッチパネルディスプレイ１７２の表示例を
用いて説明する。
【０１６２】
　・メニュー操作による印刷設定動作
　タッチパネルディスプレイ１７２に印刷設定画面がアイコンモードで表示されている場
合において、図１５（Ａ）に示すように、プレビュー表示された４ページの左端のページ
がプレビューされた位置をユーザがタッチした後に（印刷設定を変更する対象のページを
選択した後に）、「設定メニュー」のアイコンボタンをタッチすると（Ｓ１０１０にてＹ
ＥＳ）、入力軌跡が分析される（Ｓ１０２０）。このとき、このユーザによる操作は設定
メニュー画面を用いてそのページの印刷設定を変更する要求であると分析される。このジ
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ャスチャーは、表示モード変更要求でなく（Ｓ１０３０にてＮＯ）、プレビュー表示の変
更要求でもないので（Ｓ１０６０にてＮＯ）、メニューによる印刷設定の変更要求である
か否かが判定される（Ｓ２０００）。このとき、ユーザは、図１５（Ａ）に示すように、
プレビュー画像において印刷設定を変更するページをタッチして選択して、「設定メニュ
ー」のアイコンボタンをタッチしたので、メニューによる印刷設定の変更要求であると判
定される（Ｓ２０００にてＹＥＳ）。
【０１６３】
　メニューモードで印刷設定画面が表示され、タッチパネルディスプレイ１７２には設定
メニュー画面が表示される（Ｓ２０１０）。このとき、図１５（Ｂ）に示すように、タッ
チパネルディスプレイ１７２には、印刷設定項目を設定する設定メニュー画面が表示され
る（Ｓ２０１０）。このとき、図１５（Ｂ）に示すように、プレビュー画像の一部が表示
されている。
【０１６４】
　たとえば、設定メニュー画面に表示された、ページ拡大／縮小の「２００％」をタッチ
して、ページ回転の「９０゜」をタッチして、「設定完了」のソフトウェアボタンをダブ
ルタップすると、変更の入力が完了したと判定される（Ｓ２０２０にてＹＥＳ）。設定メ
ニュー画面を用いて入力されたユーザの操作に従い印刷設定が変更され（Ｓ２０３０）、
変更された印刷設定に従ってプレビュー表示が変更される（Ｓ２０４０）。
【０１６５】
　このような設定メニュー画面を用いた印刷設定が予め定められた回数に到達するまでは
（Ｓ２０５０にてＮＯ）、カスタマイズ設定は、更新されないで、アイコンモードまたは
標準モードを維持する。しかしながら、設定メニュー画面を用いた印刷設定が予め定めら
れた回数に到達すると（Ｓ２０５０にてＹＥＳ）、カスタマイズ設定がメニューモードに
設定されていなければ（Ｓ２０６０にてＮＯ）、カスタマイズ設定がメニューモードに設
定されて、ハードディスク３０２に記憶される（Ｓ２０７０）。
【０１６６】
　このように動作することにより、ユーザが設定メニュー画面を操作する回数が予め定め
られた回数に到達すると、表示モードが変更されて一括して印刷設定を変更できる、設定
メニュー画面が表示されるので、ユーザは表示モードを変更するように操作することなく
、印刷設定を容易に変更することができる。
【０１６７】
　なお、上述した説明は、最初の表示モードがアイコンモードである場合についての動作
であるが、最初の表示モードが標準モードの場合でも同様に動作する。このときのタッチ
パネルディスプレイ１７２の表示例であって図１５に対応する図を図１６に示す。この場
合には、印刷設定画面が標準モードで表示されていたので、「設定メニュー」のテキスト
ボタンをタッチすると、メニューによる印刷設定の変更要求であると判定される（Ｓ２０
００にてＹＥＳ）。
【０１６８】
　・表示モードの変更動作（メニューモードから標準モードおよびアイコンモードへ）
　図１７（Ａ）に示すように、メニューモードで設定メニュー画面が表示されたタッチパ
ネルディスプレイ１７２において、ユーザがタッチパネルディスプレイ１７２に表示され
た設定メニュー画面をタッチパネルディスプレイ１７２の端部へ向けてフリックすると（
Ｓ１０１０にてＹＥＳ）、入力軌跡が分析される（Ｓ１０２０）。このとき、このユーザ
によるジェスチャー操作は表示モードをメニューモードから標準モードへ変更する要求で
あると分析される。このジャスチャーは、表示モード変更要求であるので（Ｓ１０３０に
てＹＥＳ）、ジャスチャーに従い、印刷設定画面の表示モードが変更され（Ｓ１０４０）
、変更された表示モードである標準モードで印刷設定画面がタッチパネルディスプレイ１
７２に表示される（Ｓ１０５０）。このとき、タッチパネルディスプレイ１７２には、図
１７（Ｂ）に示す画面が表示される。
【０１６９】
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　図１７（Ａ）から図１７（Ｂ）へ画面が遷移することにより、コピーモードの印刷設定
画面における表示モードがメニューモードから標準モードへ変更され、設定メニュー画面
が機能選択用のテキストボタンへ変更されて、プレビュー画像を表示する領域が広がる（
同じ大きさのページをプレビュー表示すると想定）。
【０１７０】
　このような動作により、表示モードの設定を、画面遷移に感覚的に対応するジェスチャ
ー操作を行ない、設定メニュー画面を機能選択用のテキストボタン表示へ変更して、プレ
ビュー画像を大きな領域で（より多くのページを）表示することができる。
【０１７１】
　さらに、図１８（Ａ）に示すように、標準モードで印刷設定画面が表示されたタッチパ
ネルディスプレイ１７２において、ユーザがタッチパネルディスプレイ１７２に表示され
たテキストボタンをタッチパネルディスプレイ１７２の端部へ向けてフリックすると（Ｓ
１０１０にてＹＥＳ）、入力軌跡が分析される（Ｓ１０２０）。このとき、このユーザに
よるジェスチャー操作は表示モードを標準モードからアイコンモードへ変更する要求であ
ると分析される。このジャスチャーは、表示モード変更要求であるので（Ｓ１０３０にて
ＹＥＳ）、ジャスチャーに従い、印刷設定画面の表示モードが変更され（Ｓ１０４０）、
変更された表示モードであるアイコンモードで印刷設定画面がタッチパネルディスプレイ
１７２に表示される（Ｓ１０５０）。このとき、タッチパネルディスプレイ１７２には、
図１８（Ｂ）に示す画面が表示される。
【０１７２】
　図１８（Ａ）から図１８（Ｂ）へ画面が遷移することにより、コピーモードの印刷設定
画面における表示モードが標準モードからアイコンモードへ変更され、機能選択用のテキ
ストボタンがアイコンボタンへ変更されて、プレビュー画像を表示する領域が広がる（こ
こでは図９と異なり同じ大きさのページを多くプレビュー表示すると想定）。
【０１７３】
　このような動作により、表示モードの設定を、画面遷移に感覚的に対応するジェスチャ
ー操作を行ない、機能選択用のテキストボタン表示をアイコンボタン表示へ変更して、プ
レビュー画像を大きな領域で（より多くのページを）表示することができる。
【０１７４】
　・表示モードの変更動作（アイコンモードから標準モードおよびメニューモードへ）
　図１９（Ａ）に示すように、アイコンモードで印刷設定画面が表示されたタッチパネル
ディスプレイ１７２において、ユーザがタッチパネルディスプレイ１７２に表示されたア
イコンボタンをタッチパネルディスプレイ１７２の中央部へ向けてフリックすると（Ｓ１
０１０にてＹＥＳ）、入力軌跡が分析される（Ｓ１０２０）。このとき、このユーザによ
るジェスチャー操作は表示モードをアイコンモードから標準モードへ変更する要求である
と分析される。このジャスチャーは、表示モード変更要求であるので（Ｓ１０３０にてＹ
ＥＳ）、ジャスチャーに従い、印刷設定画面の表示モードが変更され（Ｓ１０４０）、変
更された表示モードである標準モードで印刷設定画面がタッチパネルディスプレイ１７２
に表示される（Ｓ１０５０）。このとき、タッチパネルディスプレイ１７２には、図１９
（Ｂ）に示す画面が表示される。
【０１７５】
　図１９（Ａ）から図１９（Ｂ）へ画面が遷移することにより、コピーモードの印刷設定
画面における表示モードがアイコンモードから標準モードへ変更され、機能選択用のアイ
コンボタンがテキストボタンへ変更されて、プレビュー画像を表示する領域が狭まり、４
ページ分のプレビュー表示が３ページ分のプレビュー表示へ変更される（同じ大きさのペ
ージをプレビュー表示すると想定）。
【０１７６】
　このような動作により、表示モードの設定を、画面遷移に感覚的に対応するジェスチャ
ー操作を行ない、機能選択用のアイコンボタン表示をテキストボタン表示へ変更すること
ができる。
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【０１７７】
　さらに、図２０（Ａ）に示すように、標準モードで印刷設定画面が表示されたタッチパ
ネルディスプレイ１７２において、ユーザがタッチパネルディスプレイ１７２に表示され
たテキストボタンをタッチパネルディスプレイ１７２の中央部へ向けてフリックすると（
Ｓ１０１０にてＹＥＳ）、入力軌跡が分析される（Ｓ１０２０）。このとき、このユーザ
によるジェスチャー操作は表示モードを標準モードからメニューモードへ変更する要求で
あると分析される。このジャスチャーは、表示モード変更要求であるので（Ｓ１０３０に
てＹＥＳ）、ジャスチャーに従い、印刷設定画面の表示モードが変更され（Ｓ１０４０）
、変更された表示モードであるメニューモードの設定メニュー画面がタッチパネルディス
プレイ１７２に表示される（Ｓ１０５０）。このとき、タッチパネルディスプレイ１７２
には、図２０（Ｂ）に示す画面が表示される。
【０１７８】
　図２０（Ａ）から図２０（Ｂ）へ画面が遷移することにより、コピーモードの印刷設定
画面における表示モードが標準モードからメニューモードへ変更され、機能選択用のテキ
ストボタンが設定メニュー画面へ変更されて、プレビュー画像を表示する領域が狭まり、
３ページ分のプレビュー表示が１ページ分のプレビュー表示へ変更される（同じ大きさの
ページをプレビュー表示すると想定）。
【０１７９】
　このような動作により、表示モードの設定を、画面遷移に感覚的に対応するジェスチャ
ー操作を行ない、機能選択用のテキストボタン表示を設定メニュー画面表示へ変更するこ
とができる。
【０１８０】
　以上のようにして、本実施の形態に係る画像形成装置によると、ユーザの操作に基づい
て、次の操作である印刷設定の入力作業をユーザがより行ないやすくするためにタッチパ
ネルディスプレイの表示モードを容易に変更することができる。さらに、画面遷移のイメ
ージに対応させたユーザのジェスチャー操作により、表示モードを変更することができる
。
【０１８１】
　ここで、プレビュー表示領域が大きく変更されたときに、１ページを大きく表示させる
ことを優先させるのか、同じ大きさのままで多くのページを表示させることを優先させる
のかについては、予め設定しておくことが考えられる。さらに、後述する第３の実施の形
態のようにジェスチャー操作に応じて、いずれを優先させるのかを切り換えて、プレビュ
ー表示するようにしてもよい。
【０１８２】
　なお、ユーザがジェスチャー操作（テキストボタンをフリック）により表示モードをメ
ニューモードへ変更することがない場合において、予め定められた期間においてメニュー
モードを用いた操作がなかったときには、標準モード（またはアイコンモード）へ移行す
るようにしても構わない。また、ユーザがメニューモードでの操作により印刷設定を変更
する頻度（上述のように回数ではなく頻度）が高いと判定されたときには、カスタマイズ
設定としてメニューモードをハードディスク３０２に記憶するようにしても構わない。さ
らに、このような予め定められた期間においてメニューモードを用いた操作がないこと、
または、メニュー操作する頻度を、ユーザ毎に管理してカスタマイズ設定を記憶すること
も好ましい。これらは、ユーザの操作嗜好を反映させて、カスタマイズ設定を記憶するこ
とを目的として、ユーザがより使用しやすいようにしている。
【０１８３】
　さらに、アイコンモードにおいて、ユーザがタッチパネルディスプレイ１７２に表示さ
れたアイコンボタンをタッチパネルディスプレイ１７２の中央部へ向けて大きくフリック
すると、標準モードを経由することなくメニューモードへ移行するようにしても、構わな
い。また、この逆に、メニューモードにおいて、ユーザがタッチパネルディスプレイ１７
２に表示された設定メニュー画面をタッチパネルディスプレイ１７２の端部へ向けて大き
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くフリックすると、標準モードを経由することなくアイコンモードへ移行するようにして
も、構わない。さらに、大きくフリックする代わりに、アイコンモードからメニューモー
ドへ移行するソフトウェアボタンまたはメニューモードからアイコンモードへ移行するソ
フトウェアボタンを、設けるようにしても構わない。
【０１８４】
　＜第３の実施の形態＞
　以下に、本発明の第３の実施の形態に係る電子機器について説明する。第１の実施の形
態および第２の実施の形態と同様に、本実施の形態に係る電子機器は、画像処理装置の１
種である画像形成装置である。本実施の形態においても、第１の実施の形態および第２の
実施の形態と同様に、本発明に係る操作装置の適用は、このような画像形成装置以外の画
像処理装置または電子機器であっても構わない。
【０１８５】
　本実施の形態に係る電子機器は、表示モードとして、上述した標準モードおよびアイコ
ンモードを備える。ユーザによるジェスチャー操作に基づく印刷設定の変更要求が、単数
ページに対する画像編集要求であるのか、複数ページに対するページ編集要求であるのか
に基づいて、プレビューの表示態様を変更する。この場合において、ジェスチャー操作に
より表示モードが標準モードからアイコンモードへ変更されてプレビューの表示領域が大
きくなった場合に、画像編集要求であるとページ数を削減して１ページを大きく表示する
詳細優先モードで、ページ編集要求であると１ページ分の大きさを縮小して多くのページ
を表示する枚数優先モードで、プレビュー表示する。
【０１８６】
　なお、本実施の形態に係る電子機器は、印刷設定に関する複数種類のコマンド（画像編
集、ページ編集）が提供され、ユーザが特別に設定することなく、ユーザが要求した印刷
設定の変更要求に合致したプレビュー画面を表示させるようなカスタマイズを、容易に行
なうことのできる操作機器を備えた装置でありさえすればよい。印刷設定の変更要求に合
致したプレビューとは、印刷設定の変更を確認しやすいプレビューである。
【０１８７】
　画像形成装置（図１～図３）については、上述した第１の実施の形態と同じであるため
、ここでの詳細な説明は繰返さない。
【０１８８】
　本実施の形態に係る画像形成装置１５０は、ＣＰＵ３００で実行されるプログラムの制
御構造が、上述した第１の実施の形態および第２の実施の形態と異なる。それ以外につい
ては上述した第１の実施の形態または第２の実施の形態と同じである。それらの構造およ
び作用は上述した第１の実施の形態または第２の実施の形態と同じであるため、ここでの
詳細な説明は繰返さない。
【０１８９】
　［ソフトウェア構成］
　図２１は、本実施の形態に係る画像形成装置１５０で実行されるプログラムの制御構造
を示すフローチャートである。この図２１に示すフローチャートは、第１の実施の形態の
変形例における図１０のフローチャートに対応する。図２１に示すフローチャートにおけ
るステップで、図１０に示したフローチャートと同じ処理については同じステップ番号を
付してある。それらの処理は同じであるので、それらについての説明はここでは繰返さな
い。
【０１９０】
　上述した第１の実施の形態および第２の実施の形態と同じように、画像形成装置１５０
のＣＰＵ３００は、このようなプログラムと並行して、画像形成装置としての一般的機能
を実現するプログラムを実行する。しかしながら、そのプログラムは、本発明の本質的部
分とは直接関係するものではないので、その詳細についてはここでは説明しない。
【０１９１】
　図２１を参照して、Ｓ３０００にて、ＣＰＵ３００は、ユーザによるジェスチャーは、
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単数ページに対する画像編集要求であるか否かを判定する。なお、このとき、ＣＰＵ３０
０は、Ｓ１０２０における入力軌跡の分析結果に基づいて判定する。Ｓ１０２０において
は、ユーザによる入力軌跡が、ページ拡大／縮小（ピンチイン／ピンチアウト）、ページ
回転（指先を回転）およびエリア指定消去（指先で領域指定）に対応している場合には、
単数ページに対する画像編集要求であると、ページ削除（ごみ箱アイコンまでドラッグ）
、ページ順番入替（移動先までドラッグ）に対応している場合には、複数のページに対す
るページ編集要求であると、分析している。ユーザによるジェスチャーは、単数ページに
対する画像編集要求であると判定されると（Ｓ３０００にてＹＥＳ）、処理はＳ３０１０
へ移される。もしそうでないと（Ｓ３０００にてＮＯ）、この処理はＳ３０３０へ移され
る。
【０１９２】
　Ｓ３０１０にて、ＣＰＵ３００は、入力されたジェスチャーに従い（ここではこのジェ
スチャーは単数ページに対する画像編集要求を意味するものである）、印刷設定を変更す
る。
【０１９３】
　Ｓ３０２０にて、ＣＰＵ３００は、プレビュー表示を、表示されるページ数を削減して
でも１ページを大きく表示する詳細優先モードへ変更する。その後、この処理はＳ３０６
０へ移される。
【０１９４】
　Ｓ３０３０にて、ＣＰＵ３００は、ユーザによるジェスチャーは、複数ページに対する
ページ編集要求であるか否かを判定する。ユーザによるジェスチャーは、複数ページに対
するページ編集要求であると判定されると（Ｓ３０３０にてＹＥＳ）、処理はＳ３０４０
へ移される。もしそうでないと（Ｓ３０３０にてＮＯ）、この処理はＳ１０１０へ戻され
る。
【０１９５】
　Ｓ３０４０にて、ＣＰＵ３００は、入力されたジェスチャーに従い（ここではこのジェ
スチャーは複数ページに対するページ編集要求を意味するものである）、印刷設定を変更
する。
【０１９６】
　Ｓ３０５０にて、ＣＰＵ３００は、プレビュー表示を、１ページ分の大きさを縮小して
でも多くのページを表示する枚数優先モードへ変更する。その後、この処理はＳ３０６０
へ移される。
【０１９７】
　Ｓ３０６０にて、ＣＰＵ３００は、変更された印刷設定に従いプレビュー表示を変更し
て、タッチパネルディスプレイ１７２に表示する。その後、この処理はＳ１１１０へ移さ
れる。
【０１９８】
　［動作］
　以上のような構造およびフローチャートに基づく、本実施の形態に係る画像形成装置１
５０の動作について、図２２および図２３に示すタッチパネルディスプレイ１７２の表示
例を用いて説明する。
【０１９９】
　・ジェスチャー操作による印刷設定変更動作（ページ拡大）
　この動作の説明においては、表示モードが標準モードで印刷設定画面がタッチパネルデ
ィスプレイ１７２に表示されているとする。
【０２００】
　このようにタッチパネルディスプレイ１７２に印刷設定画面が表示されている場合にお
いて、図２２（Ａ）に示すように、プレビュー表示された３ページの中の真ん中のページ
がプレビューされた位置をユーザがピンチアウト（ピンチオープン）すると（Ｓ１０１０
にてＹＥＳ）、入力軌跡が分析される（Ｓ１０２０）。このとき、このユーザによるジェ
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スチャー操作はそのページの印刷設定を拡大コピーに変更する要求であると分析される。
このジャスチャーは、印刷設定の変更要求であるので（Ｓ１５００にてＹＥＳ）、その要
求は単数ページに対する画像編集要求であるか否かが判定される（Ｓ３０００）。このと
き、ユーザは図２２（Ａ）に示すように、プレビュー画像においてピンチアウト（ピンチ
オープン）するジェスチャー操作を行なったので、ジャスチャーによる印刷設定の変更要
求は、単数ページに対する画像編集要求であると判定される（Ｓ３０００にてＹＥＳ）。
【０２０１】
　入力されたジェスチャー操作に従って、真ん中のページの印刷設定が拡大コピーに変更
され（Ｓ３０１０）、プレビュー表示が詳細優先モードへ変更される（Ｓ３０２０）。こ
の詳細優先モードで、変更された印刷設定に従いプレビュー表示が変更されて表示される
（Ｓ３０６０）。このとき、タッチパネルディスプレイ１７２には、図２２（Ｂ）に示す
画面が表示される。
【０２０２】
　図２２（Ａ）から図２２（Ｂ）へ画面が遷移することにより、コピーモードの印刷設定
画面における機能選択用のテキストボタンがアイコンボタンへ変更されて、プレビュー画
像の表示領域が大きくなる。図２２（Ａ）と図２２（Ｂ）とを比較すると、左ページおよ
び右ページは、同じ大きさの記録用紙および同じ大きさの原稿文字により表現されたプレ
ビューであり、真ん中のページは、同じ大きさの記録用紙であるが、図２２（Ｂ）では拡
大された原稿文字により表現されたプレビューである。このように、真ん中のページの印
刷設定が拡大コピーに変更されているので、図２２（Ｂ）に示すように、記録用紙の枠線
（実線で示す）よりも原稿領域（点線で示す）が大きい。なお、このときの拡大コピーの
拡大率は、たとえば、ユーザがピンチアウト（ピンチオープン）した幅に基づいて設定さ
れる。また、このとき、図２２（Ｂ）に示すように、拡大率（ここでは「１５０％」）を
表示することも好ましい。さらに、図２２（Ｂ）に示すように、拡大された原稿を指先で
ドラッグすることにより、記録用紙に対する拡大された原稿の位置を変更するようにする
ことも好ましい。このドラッグにより、拡大された原稿のどの部分を印刷するのかが設定
できる。
【０２０３】
　このように動作することにより、単数ページを変更の対象としたコマンドがジェスチャ
ー操作で指定された場合には、標準モードからアイコンモードへ表示モードが変更される
ことにより拡大されたプレビュー表示領域に、ページ数を削減して印刷設定を変更する対
象の１ページが大きく表示される。
【０２０４】
　このようにして、ユーザのジェスチャー操作により、印刷設定が変更されて、表示モー
ドが変更されて、プレビュー画像が拡大して表示されるときに、指定したコマンドに対応
させて１ページ分を大きく表示する。このため、ユーザは、プレビュー画像を用いて印刷
設定を容易に確認することができる。
【０２０５】
　・ジェスチャー操作による印刷設定変更動作（ページ順番入替）
　この動作の説明においても、表示モードが標準モードで印刷設定画面がタッチパネルデ
ィスプレイ１７２に表示されているとする。
【０２０６】
　このようにタッチパネルディスプレイ１７２に印刷設定画面が表示されている場合にお
いて、図２３（Ａ）に示すように、プレビュー表示された３ページの中の真ん中のページ
がプレビューされた位置をユーザが右側へドラッグして、３ページの中の右側のページが
プレビューされた位置をユーザが左側へドラッグすると（Ｓ１０１０にてＹＥＳ）、入力
軌跡が分析される（Ｓ１０２０）。このとき、このユーザによるジェスチャー操作はその
２ページ目と３ページ目とを入れ替える要求であると分析される。このジャスチャーは、
印刷設定の変更要求であり（Ｓ１５００にてＹＥＳ）、その要求は単数ページに対する画
像編集要求でないので（Ｓ３０００にてＮＯ）、その要求は複数ページに対するページ編
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集要求であるか否かが判定される（Ｓ３０３０）。このとき、ユーザは図２３（Ａ）に示
すように、プレビュー画像において２ページ目と３ページ目とを入れ替えるようにドラッ
グするジェスチャー操作を行なったので、ジャスチャーによる印刷設定の変更要求は、複
数ページに対するページ編集要求であると判定される（Ｓ３０３０にてＹＥＳ）。なお、
３ページの中の真ん中のページ（２ページ目）がプレビューされた位置を、ユーザが３ペ
ージの中の右側のページ（３ページ目）のさらに右側へドラッグすると（自動的に３ペー
ジ目が左側へ移動して）、このユーザによるジェスチャー操作はその２ページ目と３ペー
ジ目とを入れ替える要求であると分析されるようにしても構わない。
【０２０７】
　入力されたジェスチャー操作に従って、２ページ目と３ページ目とが入れ替えられるコ
ピーに変更され（Ｓ３０４０）、プレビュー表示が枚数優先モードへ変更される（Ｓ３０
５０）。この枚数優先モードで、変更された印刷設定に従いプレビュー表示が変更されて
表示される（Ｓ３０６０）。このとき、タッチパネルディスプレイ１７２には、図２３（
Ｂ）に示す画面が表示される。
【０２０８】
　図２３（Ａ）から図２３（Ｂ）へ画面が遷移することにより、コピーモードの印刷設定
画面における機能選択用のテキストボタンがアイコンボタンへ変更されて、プレビュー画
像の表示領域が大きくなる。図２３（Ａ）と図２３（Ｂ）とを比較すると、図２３（Ａ）
においては３ページ分しかプレビュー表示されていないのに対して、図２３（Ｂ）におい
ては１０ページ分がプレビュー表示されている。
【０２０９】
　このように動作することにより、複数ページを変更の対象としたコマンドがジェスチャ
ー操作で指定された場合には、標準モードからアイコンモードへ表示モードが変更される
ことにより拡大されたプレビュー表示領域に、１ページを小さく表示してページ数を増加
させて表示される。
【０２１０】
　このようにして、ユーザのジェスチャー操作により、印刷設定が変更されて、表示モー
ドが変更されて、プレビュー画像が拡大して表示されるときに、指定したコマンドに対応
させて多くのページを表示する。このため、ユーザは、プレビュー画像を用いて印刷設定
を容易に確認することができる。
【０２１１】
　以上のようにして、本実施の形態に係る画像形成装置によると、ユーザが指定した印刷
設定が確認しやすいプレビューが表示できるように、プレビュー表示についてのモードを
自動的に変更する。このため、ユーザはプレビュー表示についてのモード切換え操作を行
なうことなく、容易に印刷設定を確認することのできるプレビュー画像を見ることができ
る。
【０２１２】
　なお、本実施の形態においても、前述の実施の形態と同様に、アイコンボタンまたはテ
キストボタンをタッチすることにより、印刷設定を変更することもできる。
【０２１３】
　さらに、第１の実施の形態および第３の実施の形態において、第２の実施の形態におい
て説明したメニューモードを加えて３つの表示モードを切り換えるようにしても構わない
。
【０２１４】
　さらに、第２の実施の形態および第３の実施の形態においては、プレビュー表示の変更
要求ではなく印刷設定の変更要求を、タッチ操作またはジェスチャー操作により行なう態
様について説明したが、第２の実施の形態および第３の実施の形態においても第１の実施
の形態（変形例ではない）と同じように、タッチ操作またはジェスチャー操作によりプレ
ビュー表示の変更要求を行なう態様であっても構わない。
【０２１５】
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　今回開示された実施の形態は単に例示であって、本発明が上述した実施の形態のみに限
定されるわけではない。本発明の範囲は、発明の詳細な説明の記載を参酌した上で、特許
請求の範囲の各請求項によって示され、そこに記載された文言と均等の意味および範囲内
でのすべての変更を含む。
【符号の説明】
【０２１６】
　１５０　画像形成装置
　１７０　操作ユニット
　１７２　タッチパネルディスプレイ
　１７２Ａ　表示パネル
　１７２Ｂ　タッチパネル
　１７４　表示操作部
　１７４Ａ　表示灯
　１７４Ｂ　電源キー
　１７４Ｃ　省エネキー
　１７４Ｄ　ホームキー
　３００　ＣＰＵ
　３０２　ＨＤＤ
　３０４　ネットワークインターフェイス
　３０６　ＲＯＭ
　３０８　ＲＡＭ
　３１０　バス

【図１】 【図２】
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